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明
-中
澤
三
郎

望̂
月
福
治
)が
 

発
足
し
た
。
こ
の
委
員
会
に
躡
 

せ
ら
れ
た
責
務
は
消
化
器
超
音
 

波
集
検
を
確
立
し
、
普
及
究
展
 

さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
 

で
前
述
の
消
化
器
超
音
波
集
検
 

懇
話
会
を
基
盤
と
し
て
、
超
音
 

波
集
検
に
関
す
る
対
象
臓
器
、
 

走
査
法
、
走
査
時
間
、
記
録
方
 

式
、
記
録
枚
数
、
報
告
様
式
、
事
 

後
管
理
な
ど
、
主
と
し
て
基
本
 

事
項
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
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0
年
に
答
申
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ん
で
 

超
音
波
集
検
は
着
実
に
普
I
 

し
、
集
検
方
式
も
ほ
ぽ
画
一
化
 

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
更
な
る
 

精
度
の
向
上
、
及
び
事
後
管
理
 

の
強
化
を
は
か
る
た
め
に
、
こ
 

の
超
音
波
集
検
委
員
会
を
発
展
 

的
に
解
散
し
て
、
日
本
消
化
器
 

集
団
検
診
学
会
の
付
置
研
究
会
 

と
し
て
超
音
波
集
検
研
究
会
 

(
代
表
竹
原
靖
明
)
が
設
瑟
 

さ
れ
た
。
こ
の
研
究
会
で
は
継
 

続
的
に
精
度
管
理
を
主
題
と
し
 

た
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
を
骨
格
と
 

し
、
加
え
て
会
員
又
は
部
外
講
 

師
に
よ
る
リ
フ
レ
ツ
シ
ャ
︱
レ
 

ク
チ
ャ
︱
、
更
に
集
検
で
発
見
 

さ
れ
た
症
例
の
検
討
の
3本
柱
 

で
、
営
々
と
今
日
に
至
る
ま
で
 

活
動
を
続
け
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
超
音
波
集
 

す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
の
提
 

言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
提
言
 

は
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
 

で
は
す
で
に
幾
度
と
な
く
繰
り
 

返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
 

て
、
じ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
と
肝
 

癌
と
の
関
係
は
自
明
の
こ
と
な
 

の
 

で
す
か
ら
、
「
肝
が
ん
白
書
」
が
 

国
や
自
治
体
の
今
後
の
方
針
決
 

定
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
 

こ
と
は
あ
る
ま
い
と
い
、
つ
の
が
 

私
の
予
測
で
す
。
 

言
い
方
を
換
え
れ
ば
、
過
去
 

か
ら
現
在
、
ひ
た
す
ら
沈
黙
し
 

て
嵐
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
じ
つ
 

と
待
つ
て
い
る
厚
生
省
が
「
肝
 

が
ん
白
書
」
く
ら
い
で
正
義
に
 

目
覚
め
る
と
こ
と
が
な
い
の
は
 

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
事
例
か
ら
 

言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
だ
か
ら
 

検
は
次
第
に
普
及
し
て
き

1̂
 

が
、
実
は
こ
こ
に
も
う
一
つ
の
 

問
題
が
惹
起
さ
れ
て
い
た
。
超
 

音
波
集
検
懇
話
会
や
、
超
音
波
 

集
検
研
究
会
は
学
会
開
催
時
の
 

年
2回
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
 

技
師
諸
氏
に
と
つ
て
は
こ
れ
に
 

出
席
す
る
チ
ヤ
ン
ス
が
少
な
 

く
、
も
っ
と
き
め
細
か
い
ス
キ
 

ン
シ
ッ
プ
が
要
求
さ
れ
た
。
 

？
|
日
本
消
化
器
集
団
検
診
 

学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
 

へ
の
参
入
 

放
射
線
技
師
制
度
は
歴
史
も
 

長
く
、
そ
の
内
容
も
確
立
さ
れ
 

て
お
り
、
各
支
部
に
お
け
る
会
 

員
数
も
多
い
。
 

そ
の
中
で
も
、
極
め
て
活
発
 

に
活
動
し
て
い
る
の
は
関
東
甲
 

信
越
地
方
会
で
あ
る
。
現
在
で
 

は
、
集
検
従
事
者
の
認
定
技
師
 

制
度
導
入
に
あ
た
り
、
鋭
意
検
 

討
力
す
す
ん
て
レ
る
。
し
力
 

し
、
こ
の
集
検
従
事
者
は
主
と
 

し
て
放
射
線
技
師
で
あ
り
、
超
 

音
波
技
師
は
除
外
さ
れ
て
い
 

る
。
当
然
、
超
音
波
技
師
か
ら
 

は
前
述
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
格
 

差
の
是
正
が
要
求
さ
れ
た
。
 

こ
の
こ
と
を
鑑
み
て
、
竹
原
 

靖
明
代
表
は
全
国
レ
ベ
ル
で
の
 

超
音
波
集
検
組
織
を
企
画
し
 

た
。
し
か
し
、
大
柴
三
郎
理
事
 

で
す
。
 

0型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
と
肝
痛
 

の
問
題
は
、
エ
イ
ズ
や
昨
今
の
 

脳
死
臓
器
移
植
な
ど
と
は
比
較
 

に
な
ら
な
い
く
ら
い
に
途
方
も
 

な
く
大
き
な
も
の
で
す
。
大
き
 

す
ぎ
て
厚
生
省
は
途
方
に
く
れ
 

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
こ
と
に
関
し
て
政
治
家
 

は
無
能
に
等
し
く
、
ま
た
、
は
 

ば
か
り
な
が
ら
日
本
医
師
会
も
 

頼
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
学
会
 

が
政
治
的
な
行
動
を
す
べ
き
と
 

い
う
命
題
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
 

す
。
 

か
っ
て
、
医
師
国
家
試
験
ボ
 

ィ
コ
ッ
ト
を
強
行
し
た
私
の
世
 

代
の
大
部
分
は
六
十
歳
に
手
が
 

届
く
よ
う
に
な
っ
た
今
、
当
時
 

の
激
情
を
忘
却
し
つ
つ
あ
る
か
 

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
 

れ
か
ら
ま
も
な
く
ィ
ン
夕
ー
ン
 

長
の
「
集
検
従
事
者
は
各
支
部
 

で
主
導
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
 

う
ポ
リ
シ
︱
に
従
い
、
ま
ず
手
 

始
め
に
関
東
甲
信
越
地
方
会
の
 

門
戸
を
叩
く
こ
と
を
考
え
た
。
 

19900年

月̂
2

 
〔

、

竹
 

原
靖
明
代
表
を
中
心
に
医
師
側
 

か
ら
は
小
島
正
久
(
関
東
中
央
 

病
院
)
.
小
野
良
榭
(
日
本
大
学
 

第
3
内
科
)
ら
が
、
技
師
側
か
 

ら
は
大
波
忠
(
東
京
都
設
計
 

事
務
所
健
保
組
合
)
，
山
田
清
 

勝
(
関
東
中
央
病
院
)
ら
が
参
 

集
し
て
、
関
東
甲
信
越
地
方
会
 

事
務
局
に
打
診
し
た
の
で
あ
 

る
。
事
務
局
は
快
く
我
々
の
考
 

え
を
受
け
入
れ
丸
山
雅
一
代
表
 

世
話
人
代
行
に
取
り
次
ぎ
、
1 

9
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 0
0
年
^
月
の
企
画
調
整
会
 

議
に
答
申
し
、
急
遽
こ
の
会
議
 

で
超
音
波
部
会
参
入
の
是
非
を
 

検
討
し
て
頂
き
、
1999年
 

2月
の
常
任
世
話
人
会
で
認
知
 

さ
れ
た
の
で
す
。
つ
い
で
、
ー
 

9
 9

 
9
年
3
月
、
浦
和
市
で
開
 

催
さ
れ
た
日
本
消
化
器
集
団
検
 

診
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
の
 

総
会
で
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。
 

こ
の
超
音
波
部
会
は
技
師
の
 

み
な
ら
ず
医
師
を
含
む
組
織
で
 

あ
り
、
お
お
よ
そ
150名
の
 

会
員
が
参
入
し
た
の
で
す
。
本
 

学
会
並
び
に
当
支
部
会
に
お
け
 

る
放
射
線
技
師
の
歴
史
は
古
く
 

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
思
 

え
ば
、
あ
の
と
き
の
行
動
こ
そ
 

が
山
を
動
か
す
原
点
で
あ
つ
た
 

は
ず
で
す
。
 

行
動
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
 

は
出
版
物
で
状
況
を
訴
え
た
 

り
、
提
言
し
た
り
す
る
こ
と
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
治
家
や
厚
 

生
省
の
役
人
と
接
触
し
て
具
体
 

的
な
問
題
提
起
を
執
拗
に
行
う
 

こ
と
で
す
。
学
会
の
予
算
を
 

使
つ
て
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
メ
ッ
 

セ
ー
ジ
を
発
信
こ
と
な
ど
も
新
 

し
い
方
法
で
し
ょ
う
。
 

こ
の
問
題
で
は
、
ウ
ィ
ル
ス
 

保
有
者
の
ブ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
 

が
絶
対
的
な
課
題
で
す
か
ら
行
 

動
は
慎
重
の
上
に
も
慎
重
を
期
 

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
現
在
、
イ
ン
タ
ー
 

フ
エ
ロ
ン
に
よ
る
治
療
の
適
応
 

が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
個
人
に
 

活
躍
は
目
覚
ま
し
い
。
こ
れ
を
 

目
途
に
超
音
波
部
会
も
医
師
，
 

技
師
が
切
磋
驟
磨
し
て
、
超
音
 

波
集
検
の
技
能
の
質
的
向
上
、
 

精
度
管
理
の
向
上
を
は
か
つ
て
 

い
く
所
存
で
す
。
 

関
東
甲
信
越
と
い
う
狭
い
ェ
 

リ
ア
で
は
技
師
も
出
席
し
易
い
 

た
め
、
積
極
的
に
開
催
し
て
い
 

く
予
定
で
す
。
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 9年
9 

月
の
地
方
会
(
岩
崎
有
良
会
 

長
)
に
は
超
音
波
セ
ッ
シ
ヨ
ン
 

を
設
け
て
い
た
だ
き
、
更
に
い
 

月

日̂
に
は
学
術
集
会
を
開
催
 

す
る
予
定
で
あ
る
。
 

さ
し
あ
た
り
、
小
野
良
樹
が
 

世
話
人
代
表
に
、
大
波
忠
が
 

副
世
話
人
代
表
兼
事
務
局
長
に
 

な
り
、
鋭
意
活
動
し
て
い
く
所
 

存
で
あ
る
が
、
こ
の
方
式
を
全
 

国
の
支
部
に
拡
大
し
、
竹
原
靖
 

明
代
表
に
統
括
し
て
も
ら
う
計
 

画
で
あ
る
。
こ
の
種
の
ニ
ュ
︱
 

ス
は
迅
速
に
つ
た
わ
り
、
各
支
 

部
に
お
い
て
も
そ
の
機
運
は
芽
 

生
え
つ
つ
あ
り
、
近
い
将
来
に
 

全
国
ネ
ッ
ト
ヮ
︱
ク
が
叶
え
ら
 

れ
る
は
害
で
あ
る
。
 

そ
の
あ
か
つ
き
に
、
技
師
諸
 

氏
が
切
望
し
て
い
る
超
音
波
集
 

検
認
定
技
師
制
度
が
確
立
さ
れ
 

る
こ
と
も
夢
で
は
な
い
。
 

対
し
て
定
期
的
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
 

ン
ス
を
行
い
肝
癌
を
早
期
発
見
 

し
た
と
し
て
も
そ
れ
は
単
な
る
 

バ
イ
ア
ス
(
リ
ー
ド
タ
イ
ム
. 

バ
イ
ア
ス
)
に
す
ぎ
な
い
の
で
 

は
な
い
か
と
い
う
基
本
的
な
疑
 

問
も
あ
り
ま
す
。
 

さ
て
、
我
が
関
東
甲
信
越
地
 

方
会
は
、
幸
い
な
こ
と
に
、
本
 

年
度
か
ら
は
超
音
波
部
会
に
も
 

正
式
に
会
員
と
し
て
参
加
し
て
 

も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
会
員
数
 

も
一
挙
に
百
数
十
人
増
加
し
ま
 

し
た
。
我
々
は
、
こ
れ
を
機
会
 

に
、
匚
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
と
肝
 

癌
の
問
題
に
さ
ら
に
真
剣
に
取
 

り
組
む
と
と
も
に
、
実
効
の
あ
 

る
行
動
を
模
索
し
た
い
も
の
で
 

超
音
波
部
会
役
員
 

(平
成
；
：
，
年̂
度
) 

【
代
表
世
話
人
】
 

小
野
良
樹
(
日
本
大
学
医
学
部
 

第
3
内
科
) 

【
副
代
表
世
話
人
】
 

小
島
正
久
(
関
東
中
央
病
院
)
 

増
田
英
明
(
横
浜
市
立
病
院
) 

仮
屋
博
一
(
結
核
予
防
会
第
一
 

健
康
相
談
所
) 

(
兼

事

務

局

長

)
大

波

忠
 

(
東
京
都
設
計
事
務
所
健
保
組
 

合
) 

【
常
任
世
話
人
】
 

藤
田
光
広
(
社
会
保
険
川
崎
中
 

央
病
院
) 

橋
本
昭
宏
(
横
浜
市
立
病
院
) 

佐
藤
桂
子
(
日
本
予
防
医
学
協
 

会
東
日
本
支
部
) 

山
田
清
勝
(
関
東
中
央
病
院
) 

鳥
海
修
(
関
東
中
央
病
院
) 

【
世
話
人
】
 

#現
在
複
数
の
会
員
に
選
定
委
 

嘱
中
 

【
監
事
】
 

乾
篤
仁
(
横
浜
市
立
病
院
) 

本
他
に
1名
選
定
中
 

【
顧
問
】
 

竹
原
靖
明
(
日
本
消
化
器
集
団
 

検
診
学
会
理
事
) 

丸
山
雅
I代
行
 

学
会
監
事
に
 

平
成
：
：
年
5月
お
 

日
、
盛
岡
市
民
文
化
 

ホ
︱
ル
で
開
催
さ
れ
 

た
、
第
回̂
(平
成
：
：
：
 

年
度
)
日
本
消
化
器
集
 

団
検
診
学
会
総
会
で
、
 

丸
山
雅
一
関
東
甲
信
越
 

地
方
会
代
表
世
話
人
代
 

行
が
監
事
に
選
任
さ
れ
 

た
。
 

「
一
億
円
雙
つ
 

て
も
ま
だ
一
一
億
円
」
 

旨
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
 

レ
ー
ズ
だ
。
三
億
 

円
が
お
人
に
当
た
 

る
そ
う
だ
。
「
今
度
こ
そ
」
と
宝
 

篆
売
り
場
は
夢
見
る
庶
民
の
長
 

蛇
の
列
。
そ
の
日
、
各
銀
行
の
 

不
良
債
権
処
理
が
報
道
さ
れ
 

た
。
そ
の
金
は
計
一
兆
五
千
億
 

円
。
陰
で
数
十
、
数
百
億
円
を
 

せ
し
め
た
者
が
い
る
は
ず
だ
。
 

「
今
度
こ
そ
」
は
プ
レ
ー
前
 

の
ゴ
ル
フ
ァ
︱
の
心
境
と
同
 

じ
、
外
れ
籤
と
分
か
つ
た
時
 

も
、
プ
レ
ー
の
終
わ
っ
た
気
持
 

ち
と
同
じ
だ
ろ
う
。
先
月
、
千
 

葉
で
市
川
先
生
を
囲
み
、
放
射
 

線
技
師
の
第
一
回
「
百
獣
の
 

王
」
市
川
賞
コ
ン
ぺ
が
開
か
れ
 

た
。
 

精
進
の
時
期
時
期
に
具
体
的
 

数
値
目
標
を
た
て
、
言
わ
れ
な
 

く
て
も
練
習
場
に
通
い
、
電
車
 

を
待
つ
間
も
ホ
ー
ム
で
傘
を
振
 

り
、
少
な
い
小
遣
い
か
ら
数
万
 

の
出
費
を
も
惜
し
ま
ず
、
前
夜
 

は
準
備
怠
り
な
く
、
そ
の
朝
と
 

も
な
れ
ば
妻
に
起
こ
さ
れ
ず
と
 

も
起
き
、
003で
も
気
を
く
さ
 

ら
せ
る
な
と
己
を
叱
咤
し
、
次
 

の
コ
︱
ス
へ
と
希
望
を
つ
な
 

ぐ
。
何
処
か
ら
こ
の
よ
う
な
崇
 

高
な
精
神
が
生
ま
れ
て
く
る
の
 

か
。
ゴ
ル
フ
と
は
。
 

「
自
己
申
告
」
だ
か
ら
だ
と
 

思
う
。
ご
ま
か
せ
ば
己
が
|可
ま
 

れ
る
。
つ
ま
ら
ん
職
制
み
た
い
 

な
奴
が
付
い
て
回
り
、
そ
の
度
 

に
ス
コ
ァ
カ
Iド
に
記
入
さ
 

れ
、
お
前
は
「
百
十
だ
」
と
勤
 

務
評
価
さ
れ
た
ら
、
「
今
度
こ
 

そ
」
と
思
う
者
は
い
な
い
。
学
 

校
も
小
学
生
か
ら
「
自
己
採
 

点
」
に
す
れ
ば
、
自
分
に
見
 

合
っ
た
目
標
を
た
て
、
先
生
に
 

言
わ
れ
ず
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 

実
力
で
学
習
に
励
む
の
で
は
な
 

い
の
か
。
 

放
射
線
技
師
の
研
修
会
も
" 

回
を
越
え
、
修
了
者
は
一
一
千
人
 

近
い
。
勉
強
好
き
ば
か
り
が
参
 

加
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
 

学
生
時
代
に
休
日
を
返
上
し
、
 

泊
ま
り
込
み
で
早
朝
か
ら
深
夜
 

ま
で
、
勉
学
に
励
む
な
ど
考
え
 

た
だ
ろ
う
か
。
何
故
、
そ
う
 

な
っ
た
の
か
。
消
化
管
造
影
検
 

査
は
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ヅ
ク
と
は
い
 

え
「
自
己
採
点
」
だ
か
ら
か
。
 

会
会
 

視

点
 

本
年
四
月
末
に
日
本
肝
臓
病
 

学
会
は
「
肝
が
ん
白
書
」
(平
成
 

卩
年
度
)
な
る
小
冊
子
を
発
刊
 

し
ま
し
た
。
あ
と
が
き
に
書
か
 

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
行
政
 

機
関
や
報
道
機
関
向
け
に
作
成
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
 

と
で
す
。
今
回
は
、
こ
れ
に
ま
 

つ
わ
る
私
の
考
え
方
を
述
べ
る
 

こ
と
に
し
ま
す
。
 

そ
も
そ
も
、
我
が
国
に
お
け
 

る
肝
が
ん
(
肝
細
胞
癌
)
が
0
 

型
、
お
よ
び
8型
肝
炎
ウ
ィ
ル
 

ス
の
感
染
を
背
景
に
し
た
も
の
 

で
あ
る
こ
と
は
ず
い
ぶ
ん
と
前
 

ん
 

1
超
音
波
集
検
の
歴
史
的
 

背
景
 

19

 7

 0
年
代
後
半
、
超
音
 

波
診
断
装
置
と
し
て
リ
ニ
ア
電
 

子
ス
キ
ヤ
ン
が
登
場
し
、
以
 

後
、
急
増
し
て
き
た
の
は
周
知
 

の
事
実
で
あ
る
。
 

こ
の
リ
ニ
ァ
電
子
ス
キ
ャ
ン
 

装
置
で
、
胆
肝
睇
ス
ク
︱
リ
ニ
 

ン
グ
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
の
 

は
1
9
7
8
年
で
あ
る
。
以
 

後
、
人
間
ド
ッ
ク
、
施
設
集
検
 

な
ど
で
段
階
的
に
超
音
波
集
団
 

検
診
が
報
告
さ
れ
て
き
た
。
 

19

 
8
1
年
、
当
時
の
胃
集
 

団
検
診
学
会
の
理
事
長
で
あ
 

り
、
筆
者
の
恩
師
で
あ
る
有
賀
 

槐
三
氏
は
日
本
胃
集
団
検
診
学
 

会
へ
、
超
音
波
を
導
入
し
拡
大
 

し
た
い
旨
を
述
べ
ら
れ
た
。
筆
 

者
に
超
音
波
関
係
者
の
推
薦
を
 

依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
 

う
け
て
、
竹
原
靖
明
氏
、
福
田
 

守
道
氏
を
推
薦
申
し
上
げ
た
。
 

胃
集
検
学
会
の
中
に
胆
肝
脬
の
 

超
音
波
集
検
が
加
わ
り
、
日
本
 

消
化
器
集
団
検
診
学
会
と
改
称
 

し
、
名
実
と
も
に
拡
大
し
た
の
 

で
あ
る
。
 

胃
集
検
と
は
異
な
り
超
音
波
 

集
検
は
画
一
的
な
規
程
は
な
 

く
、
そ
の
精
度
は
極
め
て
低
い
 

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
態
に
 

鑑
み
て
、
1984年
秋
に
超
 

音
波
集
検
の
か
か
え
る
^̂
 

や
、
集
検
で
発
見
さ
れ
た
症
例
 

の
検
討
を
目
的
と
し
て
、
消
化
 

器
超
音
波
集
検
懇
話
会
(
世
話
 

人
竹
原
靖
明
、
中
澤
三
郎
、
 

有
山
襄
各
氏
)
が
設
立
さ
れ
 

た
。
こ
の
懇
話
会
は
日
本
消
化
 

器
集
団
検
診
学
会
総
会
と
秋
期
 

大
会
の
前
日
に
開
催
さ
れ
、
現
 

在
に
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。
 

こ
の
会
の
参
加
者
は
医
師
及
 

び
技
師
で
あ
り
、
特
に
技
師
に
 

と
っ
て
は
極
め
て
有
用
な
教
育
 

機
関
で
あ
り
、
懇
談
の
機
会
で
 

あ
っ
た
。
問
題
は
技
師
諸
氏
が
 

毎
回
出
席
出
来
る
と
は
限
ら
 

ず
、
教
育
の
場
と
し
て
は
隔
靴
 

搔
痒
の
感
が
あ
っ
た
。
一
方
、
 

日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
で
 

は
集
検
方
式
検
討
委
員
会
が
 

り
、
こ
の
中
の
肝
臓
集
検
小
委
 

員
会
で
は
、
肝
癌
集
検
の
方
式
 

に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
た
。
こ
の
 

小
委
員
会
で
は
肝
癌
の
ハ
イ
リ
 

ス
ク
群
を
設
定
し
、
ハ
イ
リ
ス
 

ク
群
に
超
音
波
集
検
を
行
う
ザ
」
 

と
が
望
ま
し
い
と
答
申
し
た
。
 

し
か
し
、
超
音
波
集
検
に
関
 

す
る
諸
問
題
は
、
こ
れ
で
解
決
 

し
た
わ
け
で
な
く
更
に
検
討
を
 

加
え
る
た
め
に
、
1
9
8
7
 

年
、
超
音
波
集
検
委
員
会
(
委
 

員
長
大
柴
三
郎
、
委
員
有
 

山
襄
，
小
野
良
榭
，
竹
原
靖
 

「
肝
が
ん
白
書
」
に
思
う
 

代
表
世
話
人
代
行
^ 

癌
研
究
会
附
属
病
院
内
科
部
長
 

丸
山
雅
 

か
ら
明
ら
か
に
な
つ
て
い
た
こ
 

と
で
す
。
私
は
、
関
係
学
会
が
 

何
故
こ
の
こ
と
に
関
し
て
政
治
 

的
に
行
動
し
な
い
の
か
疑
問
を
 

持
っ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
回
 

の
「
肝
が
ん
白
書
」
は
一
歩
前
 

進
と
一
言
え
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
し
か
し
、
情
報
を
知
つ
 

て
い
な
が
ら
今
の
今
ま
で
国
民
 

に
対
し
て
そ
れ
を
開
示
せ
ず
に
 

研
究
と
称
す
る
高
踏
的
な
行
為
 

の
み
に
終
始
し
て
き
た
関
係
学
 

会
の
社
会
的
な
賁
任
は
償
い
き
 

れ
な
い
く
ら
い
に
大
き
い
と
思
 

そ
う
言
う
お
前
も
関
係
学
会
 

の
一
員
で
は
な
い
か
、
と
い
う
 

誹
り
を
私
は
甘
ん
じ
て
受
け
ま
 

す
。
私
が
癌
研
病
院
の
内
科
部
 

長
に
な
つ
て
最
初
に
取
り
く
ん
 

だ
の
は
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
保
有
者
 

を
対
象
に
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
，
 

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
開
設
で
し
 

た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
菅
 

俊
明
先
生
(
筑
波
大
学
名
誉
教
 

授
)
に
全
面
的
な
サ
ボ
ー
ト
を
 

戴
い
た
御
藤
で
順
調
に
作
動
し
 

て
レ
ま
す
 

ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
は
日
 

本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
雑
 

誌
、
第
お
卷
6号
の
編
集
後
記
 

に
は
「
肝
癌
や
お
じ
〉
の
研
究
 

は
精
力
的
に
な
さ
れ
る
べ
き
だ
 

が
、
す
で
に
存
在
す
る
肝
癌
の
 

ハ
イ
リ
ス
ク
群
を
集
約
す
る
た
 

め
の
方
策
を
提
案
す
る
の
も
研
 

究
者
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

今
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
現
実
に
対
し
て
政
治
的
な
 

発
言
を
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
研
 

究
者
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
だ
と
 

思
う
」
と
書
き
ま
し
た
。
 

関
係
学
会
の
大
幹
部
で
も
な
 

い
私
に
で
き
る
の
は
せ
い
ぜ
い
 

こ
れ
く
ら
い
の
こ
と
で
し
た
。
 

「
肝
が
ん
白
書
」
で
は
、
そ
の
第
 

8章
に
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
 

の
有
無
の
検
査
を
四
十
歳
時
の
 

健
康
診
断
に
導
入
す
る
こ
と
を
 

提
案
し
て
お
り
、
そ
の
費
用
は
 

国
あ
る
い
は
各
自
治
体
で
補
助
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第
V
会
地
方
会
I
般
演
題
発
表
よ
り
 

山
崎
寛
一
郎
会
長
の
第
"回
関
東
甲
信
越
地
方
会
は
、
3月
6日
、
浦
和
市
埼
玉
県
民
健
康
セ
 

ン
タ
︱
で
開
催
さ
れ
た
。
川
題
の
一
般
演
題
よ
り
誌
上
発
表
し
て
戴
い
た
。
特
別
講
演
「
今
後
の
 

消
化
器
が
ん
検
診
に
つ
い
て
考
え
る
」
は
、
行
政
の
立
場
か
ら
西
山
正
徳
厚
生
省
保
健
福
祉
局
老
 

人
保
健
課
長
、
医
師
の
立
場
か
ら
久
道
茂
東
北
大
学
医
学
部
長
が
講
演
さ
れ
た
。
 

0
 
0
：

； I 
2
 0 0

 

0い
0の
使
用
経
験
 

千
葉
県
対
が
ん
協
会
 

〇
岩
元
興
人
、
濤
川
庸
夫
、
関
三
喜
男
、
森
英
 

司
、
鈴
木
勝
司
、
佐
藤
正
元
、
坂
本
弘
I
 
、
大
下
 

謙
次
、
崎
田
真
澄
、
山
本
政
夫
、
大
塚
徹
志
、
姜
 

高
弘
、
吉
田
智
、
小
林
寅
雄
、
関
喜
隆
、
拔
川
正
 

嗣
 

当
施
設
で
は
精
検
用
0
尺
装
 

置
0
^
1
2
0
0
0

 

"
じ
 

(
ョ
)
に
集
検
用
の
透
視
撮
影
 

台
丁
リ
1
2
八
5

 X
を
付
け
、
 

施
設
内
で
の
胃
部
検
診
に
専
用
 

で
使
用
し
て
い
ま
す
。
当
施
設
 

で
使
用
し
て
い
る
0尺
装
置
の
 

構
成
を
図
1に
示
し
ま
す
。
 

撮
影
室
に
は
検
診
車
と
同
様
 

に
口
！
リ
ン
グ
天
板
を
持
っ
た
 

集
検
用
透
視
撮
影
台
が
あ
り
ま
 

す
。
操
作
室
に
は
遠
隔
操
作
卓
 

7 

0尺
導
入
当
初
は
2048
 

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
撮
影
し
て
い
 

ま
し
た
が
、
画
像
の
書
き
込
 

み
，
読
み
出
し
や
フ
ィ
ル
タ
処
 

理
な
ど
に
時
間
が
か
か
る
為
、
 

現
在
で
は
1024マ
ト
リ
ツ
 

ク
ス
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
我
々
は
1024マ
ト
 

リ
ッ
ク
ス
と
2
0
4
8
マ
ト
 

リ
ッ
ク
ス
の
画
像
の
比
較
、
画
 

像
の
書
き
込
み
，
読
み
出
し
，
 

フ
ィ
ル
タ
処
理
に
か
か
る
時
間
 

の
比
較
、
 

お
よ
び
0
 

尺
装
置
の
 

利
点
，
問
 

題
点
に
つ
 

い
て
報
告
 

【
方
法
】
 

ザ
︱
ィ
メ
ー
ジ
ャ
ー
が
接
続
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

別
室
の
読
影
室
に
は
加
イ
ン
 

チ
高
精
細
モ
ユ
タ
12台
か
ら
 

な
る
観
察
用
画
像
タ
︱
ミ
ナ
ル
 

が
あ
り
、
画
像
保
管
用
の
20
 

8光
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
が
接
 

続
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

当
施
設
で
は
9イ
ン
チ
で
1
 

人
9枚
の
撮
影
を
行
い
、
検
診
 

終
了
後
、
画
像
を
一
括
し
て
光
 

デ
ィ
ス
ク
に
保
存
し
て
輪
郭
強
 

調
の
フ
ィ
ル
タ
処
理
を
し
た
 

後
、
モ
ニ
タ
Iに
よ
り
読
影
し
 

て
レ
0̂
 
^
9 

し

解

像

力
 

チ
ャ
︱
ト
を
撮
影
 

し
、
解
像
力
の
比
較
 

を
目
視
に
よ
り
行
 

い
ま
し
た
。
 

1
内
視
鏡
に
よ
 

り
川
|
以
下
の
早
 

期
胃
癌
で
あ
つ
た
 

症
例
を
撮
影
し
、
そ
 

の
描
出
能
の
比
較
を
行
い
ま
し
 

一
た
V
 

(
磁
気
デ
ィ
ス
ク
) 

と
00

 (光
デ
ィ
ス
ク
)の
画
 

像
の
書
き
込
み
.読
み
出
し
に
 

か
か
る
時
間
、
お
よ
び
フ
ィ
ル
 

タ
処
理
に
力
力
る
 

時
間
を
、
2名
の
処
 

理
に
要
し
た
時
間
 

の
平
均
値
に
よ
り
 

比
較
し
ま
し
た
。
 

【
結
果
】
 

解
像
力
の
比
較
 

を
図
2
に
示
し
ま
 

す
。
10

 2

 4マ
ト
 

リ
ッ
ク
ス
の
7
ィ
 

ン
チ
で
.2-75
 

3\

 I
、

 9
イ
ン
チ
 

で
2
 
，

 5
ゅ
\

 ̂

 、
 

0ゅ
\冗
と
な
り
、
 

2
 0
 4

 00マ
ト
 

リ
ッ
ク
ス
で
は
、
同
 

様
に
3
 ̂

 5

 ̂

 3

 ̂

 0

 ̂

 2
 

5ゅ
\加
と
な
り
ま
し
た
。
 

当
施
設
で
使
用
し
て
い
る
9
 

イ
ン
チ
て
は
2
0
4
8
マ
ト
 

リ
ッ
ク
ス
の

イ̂
ン
チ
と
同
等
 

の
解
像
力
と
な
り
ま
し
た
。
 

図
3に
前
庭
部
後
壁
ュ
じ
病
 

変
で
の
描
出
能
の
比
較
を
示
し
 

ま
す
。
図
3の
よ
、
つ
に
102
 

4
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
2

 
0

 4

 8 

マ
ト
リ
ツ
ク
ス
と
も
微
小
病
変
 

を
描
出
す
る
事
が
で
き
ま
し
 

た
。
し
か
し
、
1024マ
ト
 

リ
ッ
ク
ス
に
比
べ
、
20400
 

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
画
象
は
 

シ
ャ
︱
プ
で
あ
り
、
病
変
細
部
 

の
描
出
能
も
優
れ
て
い
ま
し
 

0̂お
よ
び
0

 
0へ
の
画
像
 

の
書
き
込
み
.読
み
出
し
に
か
 

か
る
時
間
、
フ
ィ
ル
夕
処
理
に
 

か
か
る
時
間
の
比
較
を
図
4に
 

示
し
ま
す
。
 

！
0̂へ
の
書
き
込
み
は
10
 

2
 4
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
面
靠
で
6
 

秒
、
2048マ
ト
リ
ッ
ク
ス
 

で
9秒
。
同
様
に
00へ
の
書
 

き
込
み
は
ぬ
秒
、
3秒
。
20
 

か
ら
の
読
み
出
し
は
8秒
、
が
 

秒
。
00か
ら
の
読
み
出
し
は
 

秒̂
、
お
秒
と
な
り
、
102
 

4マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
画
像
が

 ̂

0へ
の
書
き
込
み
で
3秒
、
0
 

0へ
の
書
き
込
み
で
3秒
、

 ̂

0か
ら
の
読
み
出
し
で

秒̂
、
 

〇
0か
ら
の
読
み
出
し
で
口
秒
 

早
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

フ
ィ
ル
タ
処
理
に
か
か
る
時
 

間
は
102
 
4
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
 

画
Iで
お
秒
、
20400マ
ト
 

リ
ッ
ク
ス
画
像
で
2
3
3
秒
で
 

1024マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
画
 

像
が
14
 
4
秒
早
い
結
果
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
値
は
1人
あ
た
り
の
 

処
理
に
か
か
る
時
間
で
す
の
 

で
、
多
く
の
人
数
を
処
理
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
検
診
に
は
2
 

0400マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
の
使
 

用
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
 

【
0
尺
装
置
の
利
点
】
 

1.撮
影
し
た
画
像
が
リ
ア
ル
 

タ
イ
ム
に
モ
ニ
タ
︱
で
確
認
で
 

き
る
為
、
体
動
に
よ
る
ブ
レ
ゃ
 

有
所
見
の
画
像
に
対
し
て
 

追
加
撮
影
が
容
易
に
で
き
 

る
。
 

え
輪
郭
強
調
や
ネ
ガ
，
 

ポ
ジ
変
換
な
ど
の
画
像
処
 

理
が
で
き
る
。
 

1フ
ィ
ル
ム
交
換
の
手
 

間
が
か
か
ら
な
い
。
 

現̂
像
が
不
要
で
あ
 

る
。
 

〜
フ
ィ
ル
ム
の
保
管
ス
 

ぺ
̶
ス
が
不
要
で
あ
る
。
 

&画
像
の
管
理
が
容
易
 

で
過
去
の
画
像
の
参
照
が
 

簡
単
で
あ
る
。
な
ど
が
あ
 

げ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
利
点
の
中
で
 

輪
郭
強
調
の
フ
ィ
ル
タ
処
理
 

は
、
画
質
の
改
善
に
有
効
な
の
 

で
紹
介
し
ま
す
。
 

図
5に
当
施
設
で
使
用
し
て
 

い
る
ハ
イ
パ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
、
 

強
調
周
波
数
8、
強
調
係
数
4
 

000で
フ
ィ
ル
タ
処
理
し
た
 

画
像
を
示
し
ま
す
。
 

適
切
な
画
像
処
理
は
、
診
断
 

能
を
向
上
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
 

【
0
尺
装
置
の
問
題
点
】
 

1.腸
管
ガ
ス
と
の
重
な
り
や
 

撮
影
体
位
に
よ
つ
て
は
過
剰
な
 

技
師
に
よ
る
追
加
撮
影
に
つ
い
て
 

茨
城
県
総
合
健
診
協
会
 

小
松
崎
秀
文
、
川
又
英
世
、
鬼
沢
利
夫
、
臼
井
I
則
、
 

浅
野
豊
、
藤
来
秀
俊
、
石
川
直
隆
、
嶋
田
和
 

広
、
斉
藤
洋
子
、
福
富
久
之
 

我
々
の
施
設
で
は
、
平
成
7
 

年
度
よ
り
専
門
医
で
あ
る
福
 

富
，
斉
藤
先
生
と
技
師
に
よ
る
 

症
例
検
討
会
を
実
施
し
て
き
 

た
。
そ
の
中
で
、
追
加
撮
影
の
 

重
要
性
を
再
認
識
し
、
追
加
撮
 

影
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
 

し
て
き
た
。
 

今
回
平
成
8年
度
、
9年
度
 

に
集
団
検
診
に
よ
り
発
見
さ
 

れ̂
た
確
定
胃
が
ん
に
つ
い
て
 

見
直
し
を
行
い
、
若
干
の
知
見
 

を
得
た
の
で
報
告
す
る
。
 

追
加
撮
影
の
定
義
と
し
て
、
 

ュ
有
効
追
加
撮
影
は
そ
の
追
加
 

撮̂
影
に
よ
つ
て
読
影
率
判
定
 

が
上
が
っ
た
も
の
と
し
、
確
認
 

追
加
撮
影
は
読
影
判
定
に
影
 

¦響
し
な
か
っ
た
も
の
と
し
た
。
 

書
ま
た
、
当
協
会
の
読
影
判
定
 

は
、
判
定
3が
病
変
の
存
在
を
 

疑
い
、
か
つ
悪
性
を
疑
う
も
 

の
。
判
定
4が
病
変
の
存
在
が
 

確
実
、
か
つ
悪
性
を
疑
う
も
 

の
。
判
定
5が
病
変
の
存
在
が
 

確
実
で
悪
性
確
実
の
も
の
で
あ
 

る
。
 

図
1は
平
成
8年
度
発
見
の
 

早
期
胃
が
ん

:̂例
の
占
 

拠
部
位
と
大
き
さ
と
有
 

効
追
加
撮
影
に
つ
い
て
膨
 

み
た
も
の
で
あ
る
。
塗
^ 

り
つ
ぶ
し
て
あ
る
も
の
お
 

は
隆
起
型
、
ふ
ち
ど
り
お
 

だ
け
の
も
の
は
陥
凹
型
贿
 

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
記

 ̂

号
の
上
に
※
が
つ
い
て
き
 

い
る
も
の
は
、
追
加
撮

 ̂

影
が
有
効
だ
っ
た
症
例

 ̂

で
あ
る
。
大
き
さ
は
、
丸
^ 

が
2
セ
ン
チ
以
下
。
角
| 

が

か̂
ら
5セ
ン
チ
。
瞧
 

四
角
が
む
セ
ン
チ
以
上
 

で
あ
る
，
平
成
8
年
度
 

黒
化
と
な
る
部
分
が
あ
り
、
そ
 

の
部
位
は
読
影
不
能
と
な
る
場
 

合
が
あ
る
。
 

1画
像
の
書
き
込
み
、
読
み
 

出
し
お
よ
び
フ
ィ
ル
タ
処
理
に
 

時
間
が
か
か
る
。
 

【
ま
と
め
】
 

0
尺
装
置
で
は
、
1
0
2
4
 

と
2048マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
 

の
撮
影
が
で
き
画
質
は
204
 

8マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
優
れ
て
い
 

ま
す
。
し
か
し
、
画
像
の
書
き
 

込
み
-読
み
出
し
ゃ
フ
ィ
ル
夕
 

処
理
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
 

多
く
の
人
数
を
処
理
す
る
検
診
 

に
は
不
向
き
で
す
。
 

検
診
で
の
使
用
で
は
102
 

4マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
撮
影
で
微
 

小
病
変
を
描
出
で
き
た
事
、
 

フ
ィ
ル
タ
処
理
な
ど
の
画
像
処
 

理
で
画
質
が
改
善
さ
れ
る
事
に
 

よ
り
、
十
分
使
用
で
き
る
レ
べ
 

ル
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

0尺
装
置
は
画
像
を
デ
ジ
タ
 

ル
化
す
る
事
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
 

な
利
点
が
得
ら
れ
、
今
後
ま
す
 

ま
す
普
及
が
進
む
と
予
想
さ
れ
 

ま
す
。
画
質
お
よ
び
画
像
処
理
 

速
度
の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
 

さ
れ
ま
す
。
 

の
早
期
が
ん
は
厶
領
域
、
2領
 

域
が
そ
れ
ぞ
れ
4
割
強
を
占
 

め
、
じ
領
域
は
ビ
ぉ
と
低
率
で
 

あ
っ
た
。
壁
別
で
は
小
湾
が

 ̂

例
、
お
お
と
も
つ
と
も
多
く
を
 

占
め
て
い
た
。
有
効
追
加
撮
影
 

も
八
領
域
，

領̂
域
で
は
比
較
 

的
多
く
み
ら
れ
た
が
、
じ
領
域
 

で
は
2例
と
わ
ず
か
し
か
な
 

か
っ
た
。
 

図
2は
平
成
00年
度
の
早
期
 

胃
が
ん
で
読
影
判
定
4、
ま
た
 

は
5で
読
ま
れ
た
正
診
確
実
症
 

例
の
占
拠
部
位
と
大
き
さ
と
有
 

効
追
加
撮
影
に
つ
い
て
み
た
も
 

の
で
あ
る
。
全
加
例
の
う
ち
、
 

追
加
撮
影
が
有
効
だ
っ
た
も
の
 

は
8例
で
あ
っ
た
。
そ
の
8例
 

の
内
訳
は
、
読
影
判
定
1
が
 

4
 ，

 5
に
上
が
つ
た
と
考
え
ら
 

れ
る
も
の
が
2例
、
読
影
判
定
 

3が
4

 .

 5に
上
が
つ
た
と
考
 

え
ら
れ
る
も
の
は
6例
で
あ
つ
 

た
。
に
 

図
3は
平
成
00年
度
の
早
期
 

胃
が
ん
で
、
読
影
判
定
3で
読
 

ま
れ
た
正
診
不
確
実
症
例
の
占
 

拠
部
位
と
大
き
さ
と
有
効
追
加
 

撮
影
に
つ
い
て
み
た
も
の
で
あ
 

る
。
全
"例
中
、
追
加
撮
影
が
 

有
効
だ
つ
た
も
の
は
8
例
で
、
 

そ
の
8例
を
見
直
し
て
み
る
と
 

3例
は
読
影
判
定
4

 
，

 5
で
読
 

め
る
と
考
え
ら
れ
た
。
 

図
4は
平
成
00年
度
の
進
行
 

胃
が
ん
"例
の
占
拠
部
位
と
大
 

き
さ
と
、
有
効
追
加
撮
影
に
つ
 

い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
進
行
 

が
ん
の
場
合
は
八
2じ
に
よ
る
 

差
は
そ
れ
ほ
ど
み
ら
れ
な
か
つ
 

た
。
有
効
追
加
撮
影
に
つ
い
て
 

は
、
領̂
域
-じ
 

領
域
に
比
べ
領̂
 

域
で
は
2例
と
わ
 

す
力
し
力
な
力
つ
 

た
。
 

図
5は
平
成
9
 

年
度
の
早
期
胄
が
 

ん
3
例
の
占
拠
部
 

位
と
大
き
さ
と
、
 

有
効
追
加
撮
影
に
 

つ
い
て
み
た
も
の
 

で

あ
 

る
。
9
 

年
度
は
 

滅
領
域
 

が

 ̂

例
、
お
 

お
と
半
分
以
上
を
占
 

め
、
つ
い
で
八
領
 

域
、
0
 

領
域
の
 

頃

で

影
 

1
/

 撮
 

あ

っ

勵
 

た
。
有
お
 

効
追
加
お
 

撮
影
も
啦
 

領̂
域

 ̂

で
は
多
翻
 

く
あ
る
が
、
八
領
^ 

域
、
じ
領
域
は
そ
權
 

れ
ぞ
れ
3
例
、
1
^
 

例
と
わ
ず
か
し
力
^
 

な
か
っ
た
。

領̂
1
 

域
、
じ
領
域
の
注
 

意
深
い
透
視
観
察
 

が
望
ま
れ
る
。
 

図
6は
平
成
9年
度
の
早
期
 

読
影
判
定
，
 

は
5
で
 

読
ま
れ
 

た
正
診
 

確
実
症
 

例
の
占
 

拠
部
位
 

と
大
き
 

さ
と
、
有
 

力
自
一
"̂ 

菊
力̂
 

撮
影
に
 

つ
い
て
 

み
た
も
 

の
で
あ
 

る
。
全

 ̂

例
の
う
 

ち
、
追
加
 

撮
影
が
 

ま
た
 

大
 

読
 

有
効
だ
つ
た
も
の
は
匸
例
を
占
 

め
て
い
た
。
内
訳
は
読
影
判
定
 

1が
4

 ，

 5
に
上
が
っ
た
と
考
 

え
ら
れ
る
も
の
が
4例
、
読
影
 

判
定
3が
4

 .

 5
に
上
が
つ
た
 

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
7
例
 

だ
っ
た
。
 

図
7は
平
成
9年
度
の
早
期
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暴
に
 

み
る
胃
部
造
影
剤
の
現
 

状
 

(
財
)
神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
 

恵
I
博
、
高
田
恵
子
、
永
井
勝
司
、
本
田
今
朝
男
、
 

石
渡
良
徳
、
海
老
根
精
一
I
 

使
用
量
の
分
布
を
示
し
た
も
の
 

で
あ
る
。
粉
末
製
剤
を
中
濃
 

度
，
高
濃
度
に
分
類
し
0け
ゾ
 

ル
、
譬
リ
中
濃
度
、
〇
〃
高
濃
 

度
と
し
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。
件
数
 

に
比
例
し
円
の
面
積
が
大
き
く
 

な
る
よ
、
つ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
 

た
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
頻
度
の
割
 

は
じ
め
に
 

現
在
胃
部
間
接
撮
影
に
お
い
 

て
、
高
濃
度
、
低
粘
性
，
少
量
 

バ
リ
ウ
ム
を
使
用
し
撮
影
を
 

行
っ
て
い
る
施
設
が
増
加
し
て
 

き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

そ
こ
で
、
各
施
設
に
お
け
る
現
 

状
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
そ
 

の
結
果
を
ま
と
め
た
 

の
で
報
告
す
る
。

 

3
 

目
的
，
方
法
 

関
東
甲
信
越
地
区
 

1都
9県
に
お
け
る
 

し
胃
部
造
影
剤
1
造
 

影
補
助
剤
1
撮
影
法
 

に
つ
い
て
の
実
態
調
 

査
。
対
象
は
主
と
し
て
 

間
接
撮
影
を
行
う
検
 

診
セ
ン
夕
ー
、
中
.小
 

病
院
、
大
病
院
お
よ
び
 

大
学
病
院
と
し
た
。
調
 

査
方
法
は
無
記
名
-郵
 

送
方
式
を
用
い
、
重
複
 

を
避
け
る
た
め
1
施
 

設
1回
答
と
し
た
。
 

回
収
率
 

送
付
総
数
き
通
、
回
収
稱
通
で
 

^

 .

 2
ぉ
。
 

発
泡
剤
使
用
量
 

直
接
撮
影
で
は
3
 
，
 5

 〔

 
2
1
〕
 

(ヮ
6色
、
4，

 
0
〔
 2
1
〕
(
リ
 

5き
、
4，

 5

 〔
8
！

 19*2
 

き
、
5
 
，
 0
【
&
0
〕

 5
-
0
 

お
)
で
あ
っ
た
。
間
接
撮
影
で
 

は
、
3
 ，

 5

 〔

 
I
；

&
〕 〔

 V

 ，

 3き
 

チ
0
 〔

 2
〕
(
ぞ
2
き
、
4
，
 

5

 〔

 2
〕

 2

 ，

 9
ぉ
、
5
 
，
 0 

〔
2〕

 (
^
，

 
2
ぉ
〉
で
あ
っ
た
。
 

ゾ
ル
と
粉
末
の
比
率
 

直
接
撮
影
に
お
け
る
ゾ
ル
製
 

剤
と
粉
末
製
剤
の
使
用
頻
度
 

は
、
ゾ
ル
製
剤
使
用
が
:̂.

 5
 

お
、
粉
末
製
剤
使
用
が
全
体
の
 

1̂4ぉ
で
、
そ
の
う
ち
粉
末
 

単
品
使
用
施
設
が
^

 .

 3
ぉ
、
 

粉
末
混
合
使
用
施
設
が
め
.1
 

お
で
あ
つ
た
。
間
接
撮
影
で
 

は
、
ゾ
ル
が
全
体
の
.̂

 

5
ぉ
、
 

粉
末
は
^ 

，
5
ぉ
で
粉
末
単
品
 

も̂
お
、
粉
末
混
合
；
；
；

 

-
7
 

お
で
あ
っ
た
。
 

お
濃
度
と
使
用
量
-図
ー
 

直
接
撮
影
に
お
け
る
濃
度
と
 

合
は
、
ゾ
ル
匸
.5ぉ
、
中
濃
 

度
"̂

 9
呢
、
高
濃
度
^

 ，

 6 

た
。
，
化
/乂
ぉ
.，
1使
用
 

が
最
も
多
く
"施
設
で
全
体
の
 

5
 

^
3
ぉ
、
次
い
で
^
が
/
V 

お
が
多
用
さ
れ
て
い
た
。
高
濃
 

度
で
は
、
，
が
/ソ
ぁ
.̂
 

使
用
が
恥
施
設
で
全
体
の
0

 ，
 

6呢
で
あ
っ
た
。
中
濃
度
に
つ
 

い
て
は
，
、
"̂/乂
ぉ
、
き
 

\，
1と
広
範
囲
に
わ
た
り
使
 

用
さ
れ
て
い
る
。
 

充
満
像
と
前
壁
像
-図
2 

直
接
撮
影
に
お
け
る
 

充

満

像

に

つ

い

て

見

る

1
 

と
、
立
位
-
腹
臥
位
充
満
一
 

像
の
両
方
撮
影
し
て
い
 

る
施
設
が
、
^
 .1ぉ
、
 

立
位
充
満
像
の
み
を
撮
 

影
し
て
い
る
施
設
は
 

巧
1

 
5
ぉ
、
腹
臥
位
充
満
 

像
の
み
を
撮
影
し
て
い
 

る
施
設
が
2
 ，

 
5ぉ
、
全
セ
 

て
一
一
重
造
影
法
で
検
査
？
 

を

行

い

、

充

満

像

を

撮

4
 

影
し
な
い
施
設
は
2

 
，
 

3
 
%で
あ
っ
た
。
前
壁
，
 

撮
影
に
つ
い
て
見
る
と
一
一
重
森
 

影
法
を
用
い
る
施
設
が

.̂̂
 

お
、
薄
層
法
を
用
い
る
施
設
が
 

1̂2ぉ
、
レ
リ
︱
フ
を
用
い
 

る
施
設
は
 

で̂
あ
つ
 

た
。
し
か
し
、
前
壁
撮
影
を
全
 

く
行
わ
な
い
施
設
が
".5ぉ
 

と
多
く
見
ら
れ
る
。
 

お
濃
度
と
使
用
量
，
図
3
 

間
接
撮
影
に
お
け
る
濃
度
と
 

使
用
量
の
分
布
を
プ
ロ
ッ
ト
し
 

た
も
の
で
あ
る
。
使
用
頻
度
 

は
、
ゾ
ル
;̂

 ，

 5呢
、
中
濃
度
 

^
 .

 
2
ぉ
、
高
濃
度
が
，
3
ぉ
 

で
あ
っ
た
。
ゾ
ル
製
剤
で
は
，
 

/̂乂
ぉ
.，
が̂
2施
設
で
 

全
体
の
口

 .

 3
ぉ
で
最
も
多
 

く
、
次
い
で
^
 

^
/
乂
呢
で
 

あ
っ
た
。
粉
末
製
剤
で
は
高
濃
 

度
^̂
/乂
ぉ
お
よ
び
が̂
/
 

乂
呢
.1̂
で
、
合
わ
せ
て
:̂ 

施
設
^
 ，

 
4
ぉ
で
あ
っ
た
。
中
 

濃
度
に
つ
い
て
は
広
範
囲
で
使
 

用
さ
れ
て
い
る
。
 

充
満
像
と
前
壁
像
-図
4 

間
接
撮
影
に
お
け
る
充
満
像
 

に
つ
い
て
見
る
と
、
立
位
.腹
 

臥
位
充
満
像
の
両
方
撮
影
し
て
 

い
る
施
設
が
7
 ̂

 7ぉ
立
位
充
 

満
像
の
み
を
撮
影
し
て
い
る
施
 

設
が

.̂6ぉ
腹
臥
位
充
満
像
 

の
み
を
撮
影
し
て
い
 

る
施
設
が
2

 ，
 

9%、
全
く
撮
 

影
せ
ず
全
て
一
一
 

重
造
影
法
で
検

 ̂

査
を
行
っ
て
い
一
 

る
施
設
は
4

 ̂
 

0 %で
あ
つ
 

た
。
前
壁
撮
影
 

に
つ
い
て
見
る
 

と
、
一
一
重
造
影
 

法
を
用
い
る
施
 

設
は
が
.
3

 

！

5
 

お

、

薄

層

法

を

せ
 

用

い

る

施

設

は

お
 

川
.6ぉ
、
レ
 

リ
︱
フ
を
用
：
：
 

る
施
設
は
3
 ，

 9
ぉ
で
あ
っ
た
 

が
、
前
壁
撮
影
を
全
く
行
わ
な
 

い
と
い
う
施
設
が
乃
.3ぉ
も
 

見
ら
れ
た
。
 

ま
と
め
 

1
ゾ
ル
製
剤
の
使
用
頻
度
 

図
 

は
、
直
接
影
で
は
口
. 

5
ぉ
、
間
 

接
撮
影
で
は
刃
"5ぉ
で
あ
つ
 

た
。
地
域
に
よ
っ
て
差
が
見
ら
 

れ
た
。
 

2
濃
度
と
使
用
量
の
関
係
に
 

お
い
て
、
直
接
撮
影
で
は
、
高
 

^

 2

 ，

 

2

 1 

用
が
多
用
さ
れ
て
い
た
。
測
 

使̂
用
が
多
い
の
は
、
充
満
 

像
を
撮
影
す
る
た
め
に
必
要
 

と
す
る
量
な
の
で
は
な
い
か
 

と
思
わ
れ
る
。
間
接
撮
影
で
 

は
高
濃
度
8冒
/乂
ぉ
.̂
 

1、
ゾ
ル
の

&̂/乂
ぉ
，
 

8
 

^
使
用
と
に
2
分
さ
れ
て
 

い
た
。
少
量
の
^̂
使
用
が
 

最
も
多
い
の
は
、
一
一
重
造
影
 

描
出
範
囲
の
拡
大
と
経
済
性
 

が
考
え
ら
れ
る
。
 

3一
一
重
造
影
法
の
み
で
撮
 

影
を
行
つ
て
い
る
施
設
は
、
 

直
接
撮
影
で
2

 ̂

 3
ぉ
、
間
 

接
撮
影
で
は
4
 
，
 0
ぉ
で
あ
つ
 

た
。
従
来
、
標
準
撮
影
で
あ
る
 

充
満
像
を
撮
影
し
て
い
な
い
施
 

設
が
間
接
撮
影
に
お
い
て
4 

0ぉ
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
 

る
意
味
で
は
撮
影
法
に
つ
い
て
 

検
討
す
る
時
期
に
あ
る
の
で
は
 

な
い
か
。
 

4
前
壁
撮
影
を
全
く
行
つ
て
 

い
な
い
施
設
が
、
直
接
撮
影
で
 

^
 
，
美
間
接
撮
影
で
お
 

3ぉ
と
多
数
見
ら
れ
た
。
前
壁
 

に
も
後
壁
同
様
病
変
が
多
く
存
 

在
す
る
た
め
、
前
壁
病
変
の
見
 

逃
し
が
危
惧
さ
れ
る
。
 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
快
 

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
 

各
施
設
の
先
生
方
に
こ
の
紙
面
 

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
，
！
，
！
げ
 

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
-

し
た
。
 

個
別
胃
癌
検
診
の
受
診
率
向
上
へ
の
寄
与
 

前
橋
巿
医
師
会
 

宮
石
和
夫
、
中
村
篤
、
 

前
群
馬
大
学
助
教
授
 

国
の
癌
検
診
へ
の
補
助
金
廃
 

止
と
い
う
厳
し
い
状
況
下
で
、
 

間
接
胃
集
検
に
競
べ
て
3倍
の
 

費
用
を
要
す
る
直
接
個
別
胃
検
 

診
が
、
継
続
実
施
可
能
か
否
 

か
、
胃
集
検
受
診
率
向
上
へ
の
 

寄
与
の
面
か
ら
述
べ
た
い
。
 

胃
癌
個
別
検
診
は
、
全
国
の
 

胃
集
検
が
年
間
續
万
人
を
ピ
︱
 

ク
に
伸
び
悩
み
、
最
近
数
年
間
 

は
い
く
ぶ
ん
減
少
し
て
い
る
た
 

め
、
受
診
者
へ
の
利
便
性
を
考
 

慮
し
て
、
間
接
車
集
検
を
補
完
 

す
る
目
的
で
受
診
率
向
上
を
め
 

ざ
し
て
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
 

全
国
的
に
み
て
、
個
別
検
診
 

の
精
度
管
理
が
充
分
と
は
思
 

え
ず
検
診
成
績
は
良
好
と
は
 

言
え
な
い
。
こ
こ
に
前
橋
巿
 

医
師
会
方
式
に
よ
る
個
別
胃
 

癌
検
診
の
3：
年
間
の
成
績
を
 

示
し
、
直
接
集
検
全
国
集
計
 

の
成
績
と
比
較
対
照
し
て
み
 

る
。
 

〔
検
診
成
績
〕
 

昭
和
お
年
か
ら
平
成
9年
 

ま
で
の
2：
年
間
の
前
橋
市
医
 

師
会
方
式
に
よ
る
胃
癌
個
別
 

検
診
成
績
を
表
1
に
示
し
 

て
、
平
成
7年
度
の
直
接
集
 

検
全
国
集
計
成
績
と
比
較
す
 

小

板

橋

毅

、

八

木

茂

、
 

石
田
稔
、
八
木
秀
明
 

関
ロ
禾
禾
 

る
。
精
検
受
診
率
を
み
る
と
、
 

前
橋
市
の
3
 .

 6呢
に
対
し
、
 

直
接
集
検
全
国
集
計
で
は

.̂
 

8ぉ
と
極
端
に
低
い
。
間
接
集
 

検
の
全
国
集
計
で
の
精
検
受
診
 

率
は
"，
4ぉ
と
高
く
、
職
域
 

集
検
の
そ
れ
は
お
^
 
8
ぉ
と
低
 

い
こ
と
か
ら
み
て
、
直
接
集
検
 

全
国
集
計
に
は
、
若
年
層
を
対
 

象
に
し
た
職
域
集
検
で
直
接
撮
 

影
し
た
も
の
が
、
相
当
数
混
入
 

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

そ
れ
に
し
て
も
直
接
集
検
の
主
 

体
を
成
す
個
別
検
診
の
精
検
受
 

績
 

診
度
 

検
^ 

1.

 9 

成̂
 

固
平
 

ん
度
 

が
年
 

胃

 ̂

年
 

4
 和

 

診
率
全
国
集
計
成
績
は
悪
す
ぎ
 

る
。
胃
が
ん
発
見
率
を
み
て
 

も
、
前
橋
市
の
0
 

，
リ
ぉ
に
対
 

し
て
、
全
国
の
直
接
集
検
で
は
 

0

 .

 

^
ぉ
と
低
い
。
こ
れ
は
若
 

年
層
が
対
象
者
に
多
い
職
域
集
 

検
全
国
集
検
の
胄
が
ん
発
見
率
 

0
 .

 
3
ぉ
に
近
い
。
地
域
集
検
 

の
全
国
集
計
の
そ
れ
は
0

 ̂

 0 

お
で
あ
り
、
河
村
氏
ら
の
山
口
 

県
で
の
成
績
及
び
吉
田
氏
ら
の
 

金
沢
市
で
の
成
績
を
み
て
も
個
 

別
地
域
集
検
で
の
胃
癌
発
見
率
 

は
り
.2〜
0，

 
3
呢
で
あ
る
。
 

個
別
検
診
の
胃
癌
発
見
率
は
、
 

精
度
管
理
を
き
ち
ん
と
す
れ
 

ば
、
0
 ，

 2
呢
以
上
に
な
る
も
 

の
と
考
え
て
い
る
。
 

前
橋
市
胃
が
ん
個
別
検
診
の
 

受

診

者
 

2
数

及

び
 

艘

受

診

率
 

^
を
図
1 

画

に

年

度
 

|
別

に

示
 

前
橋
 

の
胃
 

ん
検
 

は
昭
 

年

口
 

0
0 
&
'
 

0
禾

5
与
 

ま
で
間
 

接

車

集
 

検

の

み
 

で

行
 

な
っ
て
 

お
り
、
毎
 

力
 

和
 

年
1
5

 0

 0
人

-
'
2 0

 0

 0
人
 

の
受
診
者
数
で
、
受
診
率
も
 

お
前
後
と
低
迷
し
て
い
た
。
1 

か
し
個
別
検
診
開
始
し
た
昭
和
 

年
度
当
初
よ
り
受
診
者
数
1
 

18

 5人
、
受
診
率
6

 
，
1
呢
 

と
前
年
度
よ
り
倍
増
し
た
。
〗
 

ら
に
昭
和
ぬ
年
度
に
チ
ケ
ッ
1 

方
式
と
呼
ぶ
総
合
検
診
受
診
-

を
市
民
に
郵
送
配
付
す
る
方
法
 

を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
受
 

診
者
数
1
0

 5

 5
1
人
受
診
率
 

^
 .

 
7
ぉ
と
急
増
し
た
。
そ
の
 

後
年
間
は
ゆ
る
や
か
に
受
診
 

者
が
増
え
て
平
成
9年
度
に
は
 

受
診
者
数
1
6

 4 8

 6
人
、
受
 

診
率
2

 .

 
3
ぉ
と
な
っ
た
。

 ̂

の
2：
年
間
は
、
個
別
検
診
と
並
 

行
し
て
間
接
車
集
検
も
行
っ
て
 

1
-
会
 

年

昌
 

0̂
 0̂

 
読
 

冒
が
ん
で
、
読
影
判
定
3で
読
 

ホ
れ
た
正
診
症
例
の
占
拠
部
位
 

と
大
き
さ
と
有
効
追
加
撮
影
に
 

つ
い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
全
 

例̂
の
う
ち
、
追
加
撮
影
が
有
 

効
だ
っ
た
も
の
は
6例
で
あ
つ
 

た
。
そ
の
6例
を
見
直
し
て
み
 

る
と
、
3例
は
読
影
判
定
4

 
，
 

5で
読
め
る
と
考
え
ら
れ
た
。
 

読
影
判
定
4
 ，

 5で
読
ん
で
も
 

ら
、
つ
た
め
に
は
、
き
ち
ん
と
し
 

た
追
加
撮
影
が
必
要
で
あ
る
と
 

考
え
ら
れ
る
。
特
に
早
期
胃
が
 

ん
の
場
合
、
そ
れ
を
正
し
く
胃
 

が
ん
と
読
影
す
る
、
つ
ま
り
正
 

診
確
実
に
す
る
た
め
に
は
追
加
 

撮
影
が
と
て
も
重
要
だ
と
、
 

我
々
技
師
は
考
え
、
検
診
に
従
 

事
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

、
と
思
わ
れ
る
。
 

図
8は
平
成
9年
度
の
進
行
 

胃
が
ん
；
7；
例
の
占
拠
部
位
と
大
 

き
さ
と
、
有
効
追
加
撮
影
に
つ
 

い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
進
行
 

が
ん
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
陥
 

凹
型
で
あ
っ
た
。
八

じ̂
別
で
 

合
 

る
 

こ
 

み
る
と
、
早
期
が
ん
 

と
同
様
に

領̂
域
が
 

例̂
で
：̂
ぉ
と
半
分
 

近
く
を
占
め
、
つ
い
 

で
八
領
域
、
じ
領
域
 

の
順
で
あ
っ
た
。
進
 

行
が
ん
の
場
合
は
、
 

追
加
撮
影
も
読
影
判
 

定
に
影
響
し
な
い
確
 

認
が
多
く
な
る
の
だ
 

が
、
そ
れ
で
も
追
加
 

撮
影
が
有
効
だ
つ
た
 

症
例
も
あ
っ
た
。
そ
 

の
多
く
が
比
較
的
病
 

変
の
大
き
な
物
で
 

あ
つ
た
の
は
意
外
で
 

あ
つ
た
が
、
そ
れ
ら
の
症
例
の
 

い
く
つ
か
は
追
加
 

撮
影
が
な
け
れ
ば
、
 

読
影
上
見
落
と
さ
 

れ
て
い
た
可
能
性
 

も
考
え
ら
れ
た
。
 

表
1
は
発
見
が
 

ん
に
対
す
る
追
加
 

撮
影
の
割
合
を
表
 

し
た
も
の
で
あ
る
。
 

進
行
が
ん
は
年
度
 

に
よ
る
差
は
な
く
、
 

"お
が
有
効
追
加
 

撮
影
で
、
約
7
割
の
 

症
例
で
追
加
撮
影
 

が
行
わ
れ
て
い
た
。
 

I
方
、
早
 

細
期
が
ん
は
 

《
9年
度
に
な
つ
て
有
 

|
効
追
加
撮
影
、
確
認
 

晨
追
加
撮
影
と
も
に
減
 

|
少
し
て
全
追
加
撮
影
 

の
割
合
は
お
に
下
 

が̂
つ
て
し
ま
つ
た
。
 

。
追
加
撮
影
が
行
わ
れ
 

Iて
い
な
い
と
い
、
つ
こ
 

"と
は
、
撮
影
中
に
技
 

？
師
が
そ
の
病
変
に
気
 

づ
い
て
い
な
い
と
い
 

、
つ
こ
と
で
あ
り
、
こ
 

れ
は
技
師
側
の
見
落
 

と
し
で
あ
り
、
今
後
 

の
課
題
で
も
あ
る
。
 

表
2は
症
例
検
討
会
に
参
加
 

し
て
い
る
技
師
と
、
参
加
し
て
 

い
な
い
技
師
と
の
発
見
が
ん
数
 

に
対
す
る
追
加
撮
影
の
割
合
を
 

み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
 

追
加
撮
影
は
有
効
と
確
認
を
合
 

わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
全
発
見
 

が
ん
に
対
す
る
割
合
も
、
早
期
 

が
ん
に
対
す
る
割
合
も
、
症
例
 

検
討
会
参
加
者
の
グ
ル
︱
プ
の
 

ほ
う
が
良
い
結
果
と
な
つ
た
。
 

こ
れ
は
症
例
検
討
会
の
成
果
と
 

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
 

値
は
9年
度
に
な
つ
て
下
が
つ
 

て
し
ま
つ
て
い
る
。
個
人
的
に
 

追
加
撮
影
の
割
合
が
極
端
に
下
 

が
っ
た
人
が
、
何
人
か
い
た
こ
 

と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
た
。
 

病
院
な
ど
と
違
っ
て
検
診
業
 

務
中
心
の
施
設
で
は
、
我
々
技
 

師
に
情
報
が
フ
ィ
︱
ド
バ
ッ
ク
 

さ
れ
る
の
に
す
ご
く
時
間
が
か
 

か
る
も
の
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
 

フ
ィ
︱
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
な
い
こ
 

と
の
ほ
う
が
多
い
か
も
し
れ
な
 

い
。
写
真
を
撮
つ
て
い
て
「
こ
 

れ
は
癌
な
の
か
な
？
、
ど
う
な
 

の
だ
ろ
う
」
と
疑
っ
て
も
、
 

フ
ィ
︱
ド
バ
ッ
ク
が
な
け
れ
ば
 

そ
の
ま
ま
で
終
わ
つ
て
し
ま
 

う
。
我
々
が
行
っ
て
い
る
症
例
 

検
討
会
は
、
ま
さ
に
フ
ィ
ー
ド
 

バ
ッ
ク
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
 

え
る
だ
ろ
う
。
フ
ィ
︱
ド
バ
ッ
 

ク
さ
れ
た
情
報
を
新
し
い
知
識
 

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
 

生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
 

こ
の
仕
事
は
い
か
に
意
識
を
 

持
つ
て
撮
影
に
従
事
す
る
か
と
 

い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
 

れ
は
ま
さ
に
そ
の
人
の
"や
る
 

気
"
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
 

う
。
 よ

り
良
い
X線
写
真
を
提
供
 

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
つ
て
い
 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
 

を
、
再
認
識
す
る
結
果
と
な
つ
 

た
。
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医師が外来で受診勧奨を行うか否か，の調査 

(前橋市胃がん個別検診122検診医療機関調査） 

回答率70.5̂  

滅少群 

医師が積極的に受診説得68.2̂  
説得に 
消極3勺 

15.9^ 

排
ま
 

伥
^
 

積極的 
22.2^ 

消極的50ぉ 未回答 
21.89̂  

積極的説得56.6^ 消極的 
139^ 

未回答30.4^ 

平成11年2月前橋市医師会胃 

③ヽ  

個別検診直接撮影方法，体位及び枚数 

逆傾斜30'～お' 腹臥位二重造影正面 
食道立位二霣造影 
膣臥位、、像正面 

背臥位二重造影正面 
背臥位二重造影 
半立位二重造影第2斜位 
再立位充盈像第1斜位 

水平位 
水平位 

立位4『̂  

4つ切り1枚 
4つ切り2分割1枚 
4つ切り1枚 
4つ切り1枚 
4つ切り2分割1枚 

立位 4っ切リ2分割1枚 
立位 4つ切り1枚 
立位（主に前庭部及び十二指騰球部）4分割 

4つ切り1枚 

高 鮮 鋭 画 像 で 豊 富 な 診 断 情 報 を 提 供 す る 

コ ダ ッ ク X 線 フ ィ ル ム 

様 々 な 診 断 現 場 で 、 高 品 質 な 画 像 を 提 供 し ま す 。 

間接撮影用フィルム 

卩 「 4 フ イ ル ム 

直接撮影用オルソフィルム 

イ ン サ イ ト 9 5 1 7 9 5 3 フ ィ ル ム 

^ 9 ^ 

^^03& ⋯罾 

間接撮影に最適な診断画像を提供します消化管撮影に求められる高品質画像に最新技術で応えます 
参コダック独自の丁-粒子乳剤技術を採用 参3帥[-し3芦技術の採用でクロス才―バ—光を極限まで削減した鮮鋭度の高い画像 
鲁ハイシャ一プネスでくっきりとした高鮮銳画像を実現きバリウムのヌケがクリアに感じられ、安定した高画質を提供 

I"！ョ八し丁!"！ I V！八0^ 0^15101^ 

コダリク株式会社ヘルスイメージング事業部丁6に（。ョ）5644-5160 
〒103-8540中央区日本橋小網町6-1山万ビルIホ—ムぺ-ジ̂？://爾.に。おに.00.1が— 

感'勖'創'造 

^：011：03 

滑 ら か で 奥 ゆ き の あ る 

ディティール稱カ、 

識别性の高(^やすい 

診断画像を提供します。 

圍微細な情報も逃さない高い鮮鋭性 

圍ノィズの少ない優れた粒状性 

圓識別性の高い特性曲線形状 

190秒処理による快適な作業性 

I新設計乳剤の採用による常に安定 

した処理性能 圄 [高画質 9 0秒処理 I Iフィルム ] 

コ ニ " 間 接 撮 影 用 つ ま ^ ！"1X7IV！曰/！VI日-! 3 

コ ニ " 株 式 き 社 
メディカルイメ一ジング事業部^聽 
163-0512穿^̂ ^̂ ,ス西新宿！一 

1)261-0261！ )̂名5屢5店【052丌 
( 022 )298 -^2^0 ( ^ ) 8？西支社10611 

！6？！8118|！ 10313349-5182(^1中215店1082)2 

つ―ミ.-'：た：一一―—圍」し-マ:： 
2-5752(^5 7 1 ^ ^ ( 0 9 2 ) 4 5 1 ^ 7 2 0 1 
4-5246(^1本^^118(03)3349-51フ5【代) 

た と 診 で う か る し 力 ？ 診 検 

施 答 増 、 調 を か て 増 者 診 

設 え 加 受 査 問 否 い 加 数 受 

胃がん検診読影委員会の構成 

前橋市医師会み会貝 

群馬大学医学部 

前核赤十字病院 

/一内\ 
一外〉各1人 

、二外/ 

/内\ 
(外）各1人 
\放/ 

済生会舫栅病院 

群馬中央総合桷院 

県立前楊拥院 

前橘協立病院 

群馬県健康づくり財団 

前橘市医師会方式胃 

外科2人 

外科2人 

13名 

3名 

3名 

2名 

2名 

1名 

1名 

1名 

車
集
検
を
補
完
し
て
受
診
率
向
 

上
に
寄
与
す
る
。
 

さ̂
ら
に
、
総
合
受
診
券
配
 

布
に
よ
り
受
診
増
は
加
速
す
 

る
。
 

1
個
別
検
診
に
は
厳
格
な
精
 

度
管
理
を
要
す
る
。
 

^
多
数
の
ー
次
検
診
医
が
、
 

積
極
的
に
受
診
勧
奨
す
る
こ
と
 

に
よ
り
、
受
診
率
が
向
上
す
る
 

こ
と
は
個
別
検
診
の
特
徴
で
あ
 

る
。
 

ス
キ
ン
ド
Iズ
モ
ニ
タ
︱
(さ
！
：
：
"̂
)を
用
 

上
部
消
化
管
検
査
の
被
曝
線
量
の
測
定
 

た
 

城
西
放
射
線
技
師
専
門
学
校
〇
中
谷
儀
I
郎
、
 

小
川
I
、
大
槻
清
孝
、
千
田
孝
之
、
花
谷
亮
 

東
松
山
市
立
市
民
病
院
ェ
藤
安
幸
、
山
崎
由
 

紀
敏
、
荻
元
孝
、
小
島
精
I
 

東
京
電
子
専
門
学
校
 

【
目
的
】
 

イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
ラ
 

ジ
ォ
ロ
ジ
I
 〔

 I

 V
尺
〉
を
は
じ
 

め
と
す
る
各
種
ェ
ッ
ク
ス
線
検
 

査
に
お
け
る
、
患
者
の
確
定
的
 

影
響
の
防
止
と
、
被
曝
線
量
低
 

減
の
点
か
ら
、
簡
便
な
る
皮
膚
 

線
量
の
測
定
が
必
要
と
さ
れ
て
 

い
る
。
今
回
こ
の
目
的
に
適
し
 

た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
積
算
皮
膚
 

線
量
計
ス
キ
ン
ド
ー
ズ
モ
二
 

タ
︱
(以
下
50̂
と
略
す
) 

を
使
用
す
る
機
会
を
得
た
。
5
 

0
 2の
諸
特
性
を
基
準
線
量

 
^
一

口
 

で
求
め
、
上
部
消
化
管
検
査
の
 

入
射
面
積
算
皮
膚
線
量
(
以
下
 

被
曝
線
量
と
略
す
)
の
測
定
精
 

度
を
求
め
た
。
 

【
方
法
】
 

最
初
に
、
302の
諸
特
性
 

を
求
め
る
た
め
に
、
マ
ク
マ
ホ
 

ン
メ
デ
ィ
カ
ル
社
製
モ
デ
ル
5
 

0
 2辦
-膽
と
電
離
箱
線
量
計
 

ア
イ
ォ
ネ
ッ
ク
ス
ド
ー
ズ
マ
ス
 

タ
ー
2590を
用
い
同
時
曝
 

射
を
行
い
、
線
量
特
性
、
線
量
 

率
特
性
、
エ
ネ
ル
ギ
︱
特
性
、
 

方
向
依
存
 

性
、
キ
ヤ
 

リ
ブ
レ
ー
 

シ
ヨ
ン
特
 

性
、
温
度
 

特
性
、
セ
 

ン
サ
ー
の
 

個
体
差
、
 

直
接
線
の
 

影
響
を
測
 

定
し
た
。
 

次
に
上
 

部
消
化
管
 

の
被
曝
線
 

量
の
測
定
 

精
变
を
求
 

星
名
利
文
 

^は
れ
線
量
計
 

を
基
準
線
量
計
と
し
て
て
0
し
 

と
3
0
 
2
を
フ
ァ
ン
ト
ム
上
に
 

装
着
し
撮
影
-透
視
時
の
被
曝
 

線
量
を
測
定
し
た
。
ま
た
、
東
 

松
山
市
立
市
民
病
院
の
上
部
消
 

化
管
ル
︱
チ
ン
検
査
時
に
お
け
 

る
被
曝
線
量
を
患
者
に
装
着
し
 

て
求
め
た
。
 

【
結
果
】
 

1502の
特
性
に
つ
い
て
 

図
 

は
50 2
を
示
す
。
 

5
 0

 2本
体
部
、
ク
 

リ
ス
タ
ル
セ
ン
サ
ー
 

お
よ
び
光
フ
ア
イ
 

バ
︱
部
、
校
正
用
テ
ス
 

ト
ボ
ッ
ク
ス
部
よ
り
 

校
正
さ
れ
て
い
る
。
 

図
︱
 
2は
線
量
特
性
 

を
示
す
。
 

縦
軸
は
5
 0

 
"
の
 

吸
収
線
量
〔
8
 0 

横
軸
は
基
準
線
量
計
 

の
照
射
線
量
〈
6さ
で
 

あ
る
。
結
果
は
良
好
な
 

直
線
性
が
得
ら
れ
た
。
 

図
︱
 
3
は
線
量
率
依
存
性
を
示
 

線

量
 

率

に
 

0
 

お
い
て
感
度
が
上
昇
す
る
の
 

で
、
高
線
量
率
の
使
用
に
関
し
 

て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
 

図
︱
 
4
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
性
 

を
示
す
。
 

縦
軸
は
3
0

 2の
空
気
の
吸
 

収
線
量
に
対
す
る
感
度
、
横
軸
 

は
X線
管
電
圧
(ヒ
V〉
で
あ
る
。
 

化̂
V以
上
の
感
度
は
ほ
ぼ
一
 

定
で
あ
る
。
し
か
し
、

お̂
V 

以
下
の
電
圧
に
対
し
て
は
急
激
 

に
感
度
が
低
下
す
る
た
め
に
、
 

感
度
補
正
が
必
要
で
あ
る
。
 

図
ー
5
は
方
向
眩
存
性
を
示
 

検
出
部
ク
リ
ス
タ
ル
セ
ン
 

サ
︱
を
中
心
に
、
ケ
︱
ブ
ル
を
 

軸
方
向
に
回
転
さ
せ
て
感
度
を
 

測
定
し
た
。
ま
た
検
出
器
か
ら
 

伸
び
る
ケ
︱
ブ
ル
を
中
心
に
回
 

転
さ
せ
て
感
度
を
測
定
し
た
。
 

両
方
向
と
も
正
面
0度
、
背
面
 

度̂
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
マ
 

ィ
ナ
ス

度̂
以
内
で
は
、
方
向
 

在
存
性
に
問
題
は
無
い
が
、
側
 

面
に
近
い
角
度
に
関
し
て
は
感
 

度
が
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
か
 

ら
補
正
が
必
要
で
あ
る
。
 

孓
ま
麵
^ 

図
︱
 
6
は
温
度
特
性
を
示
す
。
 

気
温
と
5
 0
"
の
感
度
の
関
 

係
を
測
定
し
た
。
縦
軸
は
5
 0
 

2
の
感
度
、
横
軸
は
気
温
(
で
) 

で
あ
る
。
 

気
温
お
度
〜
お
度
の
間
の
平
 

0
 、
―
V
 

1
^
 

 ̂0 

5
0
5
0
5
0
5
0
5 

況
調
査
〕
 

前
橋
巿
医
師
会
精
 

度
管
理
委
員
会
が
、
 

平
成
^
年
0
月
に
 

行
つ
た
受
診
状
況
に
 

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
̶
 

ト
調
査
で
は
、
ー
次
 

検
診
施
設
①
に
対
し
 

て
調
査
票
を
配
付
し
、
 

が
施
設
よ
り
回
答
が
 

あ
り
、
回
答
率
-̂

 
5 

お
で
あ
る
。
調
査
結
 

果
は
、
図
3
の
円
グ
 

ラ
フ
に
示
す
よ
う
に
、
 

各
ー
次
検
診
施
設
で
 

少
し
て
い
る
と
答
え
た
 

施
設
群
で
は
、
受
診
勧
奨
 

に
は

お̂
も
の
医
師
が
 

消
極
的
で
あ
る
。
胃
検
診
 

に
携
わ
る
ー
次
検
診
医
 

の
積
極
的
姿
勢
が
、
受
診
 

率
向
上
に
結
び
つ
く
個
 

別
検
診
の
特
徴
を
示
す
。
 

ど
ん
な
受
診
勧
奨
方
 

法
が
、
受
診
率
向
上
に
役
 

立
っ
て
い
る
の
か
を
ー
 

次
検
診
医
に
問
う
調
査
 

結
果
を
、
図
5に
示
す
。
 

黒
で
示
し
た
意
検
診
受
 

診
増
加
の
施
設
群
の
医
 

い
る
が
、
例
年
人̂
〜
人̂
の
 

受
診
者
数
で
受
診
率
も
ー
ぉ
前
 

後
で
あ
る
。
 

〔
個
別
検
診
方
法
〕
 

前
橋
市
の
人
口
は
、
2 8 

5、

 0 0

 0
人
。
胃
検
診
対
象
 

者
は
9
1
、
0
0
0
人
で
あ
 

る
。
巿
役
所
よ
り
各
戸
に
郵
送
 

さ
れ
た
綜
合
受
診
券
を
提
示
し
 

て
、
受
診
者
は
巿
内

カ̂
所
の
 

胃
が
ん
個
別
検
診
一
次
検
診
医
 

療
機
関
 

の
ど
こ
 

で
も
、
 

年
間
を
 

通
じ
て
 

い
つ
で
 

も
受
診
 

で

き
 

る
。
ぬ
 

力
所
の
 

内
訳
は
 

公
的
病
 

院
5

 、
 

私
的
病
院
7
、
診
療
所
削
が
一
 

次
検
診
施
設
で
あ
る
。
各
施
設
 

の
X線
装
置
を
使
っ
て
、
表
2 

に
示
す
撮
影
基
準
に
従
つ
て
8 

枚
の
直
接
撮
影
が
な
さ
れ
る
。
 

一
次
検
診
医
は
、
一
次
読
影
結
 

果
と
所
見
を
胃
検
診
力
ー
ド
に
 

問
診
と
と
も
に
記
入
し
て
、
 

フ
ィ
ル
ム
を
添
え
て
、
市
医
師
 

会
に
提
出
す
る
。
前
橋
市
医
師
 

会
読
影
委
員
会
の
構
成
を
表
3 

に
示
す
。
医
師
会
ん
会
員
側
^
 

名
、
公
的
病
院
側
2名
と
同
数
 

の
委
員
計

名̂
で
構
成
さ
れ
 

る
。
双
方
各
1名
ず
つ
2名
1 

組
で
0班
を
常
設
し
て
、
各
班
 

2名
の
読
影
委
員
が
協
議
し
つ
 

つ
、
2次
読
影
を
行
い
、
内
視
 

鏡
精
検
の
要
否
を
決
定
す
る
。
 

検
ぉ
結
果
⑥
 

⑧
報
告
と
：
6宋
 

⑤

ー

+
介
 

果
¦ 

¦ 
9
1
 の

提
 

害
 

の
送
付
 

9胃
検
&カ
 

検

成̂
績
報

 ̂

ア
ン
ケ
.1ト
1
 

検
例
に
お
い
て
内
視
鏡
精
検
な
 

し
に
は
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
費
 

を
原
則
的
に
支
払
い
し
な
い
シ
 

ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
2つ
の
 

特
徴
が
、
個
別
検
診
の
精
度
を
 

高
め
る
鍵
と
な
る
。
 

〔
前
橋
市
個
別
検
診
の
受
診
状
 

は
：
7！
ま
2き
、
不
変
は
が
. 

7
%
,減
少
が
加
.9#で
あ
 

る
。
図
4で
は
、
医
師
が
外
来
 

で
胃
検
診
の
受
診
勧
奨
を
積
極
 

的
に
行
う
か
否
か
を
問
う
調
査
 

結
果
を
示
す
。
胃
検
診
受
診
者
 

が
増
加
し
た
と
答
え
た
施
設
群
 

査
5̂
 

周
査
" 

8？
機
!：
 

东

医

回
 

因
^
 

原
^
 

の
^ 

卩
検
 

力
^
 

増

| 
冒̂
 

受
肺
 

診

龍

ズ
 

答

委
 

回

理
 

未

# 

誠
.
 

麵
 圉

 

査
 

周
 

機

0 

0

 0
 

医

 ̂

2
秘
一
お
 

力
 

受
 

検
 

で

ま

、
 

呼
2ぉ
 

も
の
医
 

師
が
積
 

極
的
に
 

受
診
の
 

説
得
を
 

し
て
い
 

る
。
他
 

方
、
受
診
 

者
が
減
 

師
の
意
見
で
は
、
，
 
8
ぉ
と
 

ト
ッ
プ
で
「
チ
ケ
ッ
ト
方
式
」
 

即
ち
総
合
検
診
受
診
券
の
配
付
 

が
、
受
診
率
向
上
に
役
立
つ
て
 

い
る
と
し
て
い
る
。
2
番
目
 

に
、
お
.3ぉ
の
医
師
が
、
外
 

来
で
の
医
師
の
説
得
を
あ
げ
て
 

い
る
。
 

他
方
、
 

斜
線
で
 

示
す
胃
 

検
診
受
 

診
減
少
 

及
ぴ
不
 

変
(
白
 

ワ
ク
で
 

示
す
)
 

^

0

0

 

の
施
設
 

群
の
意
 

見

で
 

は
、
未
回
答
が
"，
3ぉ
及
び
 

と
多
く
、
同
施
設
群
の
 

医
師
も
、
外
来
で
の
受
診
説
得
 

の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
〈
5-4 

お
、
，̂

 

4
ぉ
、
説
得
行
動
に
 

消
極
的
で
あ
る
。
ま
た
減
少
群
 

の
医
師
は
「
チ
ケ
ッ
ト
方
式
」
 

の
効
果
に
も
否
定
的
で
あ
る
。
 

〔
ま
と
め
〕
 

し
個
別
胃
が
ん
検
診
は
、
地
 

域
胃
集
検
の
1
手
段
と
し
て
、
 

I
網

袖
 

医
3
 

ッ
式
 

ケ
方
 

図
2に
前
橋
市
医
師
会
方
式
に
 

よ
る
胃
が
ん
個
別
検
診
の
流
れ
 

を
示
す
。
当
検
診
の
特
徴
は
1 

次
検
診
医
が
検
診
の
全
過
程
に
 

関
与
し
、
受
診
勧
奨
か
ら
、
レ
ン
 

ト
ゲ
ン
撮
影
、
一
次
読
影
、
一
一
次
 

読
影
会
同
席
、
検
診
結
果
の
説
 

明
通
知
義
務
、
内
視
鏡
精
検
の
 

勧
奨
義
務
そ
し
て
事
後
調
査
へ
 

の
協
力
等
を
行
う
こ
と
で
あ
 

る
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
要
精
 



5 胃 集 検 通 信 平 成 1 1 年 6 月 1 0 日 

丁 0 5 1 1 1 8 八 
省 ス ペ ー ス ィ 匕 と 

亓 ィ イ メ ー ジ を 実 現 し た 

透 視 撮 影 台 で す 。 

東 芝 は 長 年 獱 み 重 ね た 経 験 と 実 練 の も と 、 

検 診 車 へ 橫 置 き 搭 載 可 能 な 透 視 欉 影 台 0 丁 9 - 5 0 0 8 を 開 発 し ま し ; ^ 0 

設 置 面 憤 の 省 ス ペ ー ス 化 と 検 診 効 率 の 向 上 、 さ ら に 精 細 な 描 出 力 を 実 ^ 0 

消ィ匕器集団検診を強力にサポ一トします。 

參検診車へ横、縱置きなど 

自由に搭載可能 

肇ノ、ンドリング性、安全性に優れる 

透視機影台 

攀使いやすさと安全性を重視した 

東芝独自の口一リング天板（。「？^製） 

參検査スループットが向上する、 

オートリターン機構を採用 

參高解像度、 
ァドバンスト，ス一ノヾ^ メタル画丄組合せ 

參電動ショルダレスト（オプション）により 
検査効率がさらに向上 

構 式 会 せ 雍 3 攀 寒 楚 乂 テ ン カ , レ 株 式 食 社 
本社/東京都文京区: 3丁目2 6番5号〒1 1 3 - 8 4 5 6 丁[し03 〈3818〉 2043 〔X線営業部） 

资料請求券 
01^-5003 

^11=11^11=111^1 
I& 1-1171391119 & IIIザ0「1713 

間 接 撮 影 画 像 の 質 的 変 革 

— 消 化 管 専 用 I V ！ 卜 「 0 新 登 場 。 一 

「間接撮影1由-I像赠的変革」のコンセプトのもとに開発された「矹1-ド八」。 

その技術を採用した、消化管集II検診用フィルム「IV！ト「6」新登場。 

最適な階調設計による診断しやすい画像で鬼 ]̂検診に :̂献します。 
：』： 罾； 

富士メティカルイメージングフィルム 

き 「 6 

画質を重視した、標準感度の 

消ィ匕管集団^用フィルムです。 

リスポットカメラ用としてご使 

用いただけまも 

零超高画質 
新2し10粒子乳剤技術を用いた微泣子、高鮮銳度、標準き度のフ"レムてす. 
粒状性の向上で微細な病変まで描出できます， 

消化管集団検診用に、二重造影像から充盈像まで広い濃度領域をバランス 
良く描出する最適な階調設計で診断しやすい画像が得られます。 
薬事許可番号（神用）第0006号 

錄定した^14 
新2しに粒子乳剤の採用で、強固な潜像が形成され、90秒処理までのミ 

定した処理が可能です。 

品種(サイズ） 
0~ルタイプ：100̂ X30.501 

100̂ x45.7111 
※資料請求は富士メディカルシステム株式会社まマ 

富士写真フィルム株式会社 老売元富士メテマカルシステム株式会社東京都中央区銀座？- 良京〔03)3545-331 1(̂1 

丫 二 ~3̂ 75~ 

II2 ： 0.999 

30代 40代 50代 60代 70代 80代 

男 0 6 14 28 22 4 男 28 22 4 

女 2 12 7 16 15 1 

計 2 18 21 44 37 5 

お ^ 瓶 亡 数 

0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 

男 26 18 16 6 3 4 0 1 

女 19 17 1 6 3 

ルーチン検査時の入射表面線量 

透視時間 丁し0 501̂ 1 

被 験 者 八 181 40.65 40.59 

被 験 者 8 193 34.06 34.62 

被 験 者 0 171 35.11 34.54 

【撮影：12枚，25曝射】（単位：血ゅ) 

取京；;ク "立に よる入射表面—線 

撮影体位 
瀾（方法 

仰臥位 ̂03！！' ひ031！' 腹臥位 左半臥位 立位 平 均 , 

^ト線量計 1.14 1.63 1.59 1.95 2.53 1.24 基準値 

丁し0 1.12 1.54 1.44 1.96 2.26 1.04 -11 

50リ 1.10 1.51 1.54 2.06 2.28 1.03 

パリトゲン40 200(^/^1阜位(！！^細 

透視体位による入射表面線量率 

2視体位 
II定方ま 

仰̂位 ̂ 0304 ひ030。 腹臥位 左半臥位 乂位 平均誤差率 

^卜線量計 9.94 15.14 15.27 20.94 21.56 11.09 基準値 

丁し0 10.19 15.25 15.38 18.40 19.42 9.74 - 6 ^ 

30^ 10.42 15.42 15.29 17.52 20.42 10.25 

籍ゲン 9 0 20001^】単位いお/ひ 

詹 

表 - 3 年 代 別 死 亡 数 

0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 

30代 1 0 1 

40代 7 3 4 4 

50代 10 6 1 3 0 1 

60代 13 11 12 2 2 3 0 1 

70代 12 12 5 3 1 

80代 2 3 

表 4 深 達 度 別 死 亡 数 

0年 1年 2年 3年 4年 5年 

111 2 4 0 3 0 

3巾 0 0 0 2 

01(3 2 4 2 1 0 

55 8 4 4 0 0 

86 6 6 2 0 0 0 

81 13 4 4 1 1 

53011^3110ヂ171635リ^61716111ソ3|116 

8 0 ^ 13,1 0.0 10.5 
徵 V 26.8 0.0 1&7 
1251^ 49.4 0.0 24.7 

| 鱷011'& 01 ズ'ほV ̂̂ 05 リ 『6膨 

ふ ^ 

00(1031ドね6「 夢 

ほ63。6「 

均
感
度
は
ー
，
お
、
相
対
誤
差
 

は
0
 .

 
4
呢
と
な
っ
た
。
感
度
 

は
常
温
に
お
い
て
気
温
に
影
響
 

さ
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
 

1
1
7
は
ク
リ
ス
タ
ル
セ
ン
 

サ
︱
の
個
体
差
を
示
す
。
 

縦
軸
は
3
0

 
2
の
空
気
の
吸
 

収
線
量
に
対
す
る
感
度
、
横
軸
 

は
そ
れ
ぞ
れ
7個
の
5
 

0 2検
 

出
部
ク
リ
ス
タ
ル
セ
ン
サ
︱
の
 

ゲ
 

ひ
 

は
 

0
 

係
数
0；
：
2は
り
.999と
な
 

り
極
め
て
高
い
直
線
性
が
得
ら
 

れ
た
。
あ
ら
か
じ
め
キ
ヤ
リ
ブ
 

レ
ー
シ
ョ
ン
値
を
調
整
す
る
こ
 

と
に
よ
り
3ひ
"の
感
度
補
正
 

が
可
能
と
 

な
り
、
正
し
 

い

測

定

値

ば
 

を

表

示

す

^
 

？
は
 

る

こ

と

力

0
 ひ

 
X
 

』
 0X9

 

力

1
 0

 
V
 

0

 6
 

6
わ
 ひ

 

2

1

1

9
 

1
1

 
0
 

き
さ
！
6113め
 

シ
リ
ア
ル
ナ
ン
パ
︱
で
あ
る
。
 

平
均
感
度
ー
，
お
、
相
対
誤
差
 

約
8ぉ
と
な
っ
た
。
セ
ン
サ
︱
 

に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
 

の
で
、
精
度
を
要
求
さ
れ
る
場
 

で
き
る
。
こ
の
た
 

め
リ
ア
ル
タ
イ
ム
 

に
補
正
さ
れ
た
被
瞜
線
量
の
表
 

示
が
可
能
と
な
る
。
 

図
ー
9
は
直
接
線
の
影
響
を
示
 

す
。
 8

 0
 

8
 

0
  ̂

6
 

6
 0

 

ム
口
に
は
ク
リ
ス
タ
ル
セ
ン
サ
ー
 

ご
と
に
基
準
照
射
な
ど
の
補
正
 

が
必
要
で
あ
る
。
 

図
︱
 

8
は
キ
ヤ
リ
ブ
レ
︱
シ
ョ
 

ン
特
性
を
示
す
。
 

校
正
用
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
 

に
よ
る
キ
ヤ
リ
ブ
レ
︱
シ
ヨ
ン
 

値
と
3
0
 
2
の
空
気
の
吸
収
線
 

量
に
対
す
る
感
度
と
の
閲
係
を
 

測
定
し
た
。
縦
軸
は
50
 

2
の
 

空
気
の
吸
収
線
量
に
対
す
る
感
 

度
、
横
軸
は
キ
ヤ
リ
ブ
レ
︱
 

シ
ョ
ン
あ
た
い
で
あ
る
。
相
関
 

2本
体
リ
︱
ダ
ー
 

光
フ
ア
イ
 

バ
︱
お
よ
び
ク
リ
ス
 

タ
ル
セ
ン
サ
︱
に
 

ェ
ッ
ク
ス
線
照
射
し
 

た
。
5
 0

 2
本
体
に
 

ェ
ッ
ク
ス
戦
照
射
し
 

た
場
合
の
値
は
、
ク
 

リ
ス
タ
ル
セ
ン
サ
︱
 

に
照
射
し
た
場
合
の
 

値
よ
り
も
〜̂
お̂
 

も
増
加
し
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
3
 
0
 

2
本
体
に
対
す
る
 

ェ
ッ
ク
ス
線
照
射
は
 

大
き
な
誤
差
要
因
と
な
る
た
め
 

避
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
透
 

視
下
な
ど
避
け
ら
れ
な
い
場
合
 

に
は
鉛
な
ど
で
本
体
部
分
を
遮
 

蔽
す
る
必
要
が
あ
る
。
 1

上
 

I

部

消
 

化
管
 

検
査
 

時
の
 

被
#
 

て

線

量
 

^
測
定
 

了

に

つ
 

い
て
 

以
 

上
の
 

2
の
 

性
を
 

考
慮
に
入
れ
て
、
上
部
消
化
管
 

検
査
に
お
け
る
被
曝
線
量
を
 

フ
ァ
，
ン
ト
ム
上
お
よ
び
ル
ー
チ
 

ン
検
査
時
に
つ
い
て
50；

、̂
 

5

 3ヒ
線
量
計
、
丁

 
0
し
を
用
 

い
て
測
定
 

し
た
。
 

図

ー

川
 

は
フ
ァ
ン
 

ト
ム
実
験
 

上
の
撮
影
 

体
位
，
」
よ
 

る
被
曝
線
 

量
の
測
定
 

結
果
を
示
 

す
。
 

ト
旦̂
里
き
口
 

，
.1ヒ
.IXン
 

に
上
彰
し
 

て
^
 %
、
 

丁

 0し
 

と
ほ
ぼ
同
 

じ
値
を
示
 

し
た
。
 

2
1
8

 6
 4

 2 

1
 

0
 0
 0

 0 

さ
ぶ
118ミ
^
 

図
̶
は̂
 

フ
ァ
ン
ト
 

ム
実
験
上
 

の
透
視
体
 

位
に
よ
る
 

被
曝
線
量
 

の
測
定
結
 

果
を
示
す
。
 

線
量
計
に
 

比
較
し
て
 

ぉ̂
、
70
 

I
と
ほ
ぼ
 

同
じ
値
を
 

図
̶
は̂
 

ル
̶
チ
ン
検
査
時
の
患
者
被
曝
 

線
量
の
測
定
結
果
を
示
す
。
 

50̂
と
丁
0乙
は
ほ
ぼ
等
 

し
い
値
を
示
し
た
。
ル
̶
チ
ン
 

検
査
時
の
3
 
0

 2
の
装
着
は
、
 

足
に
固
定
す
る
た
め
や
や
動
き
 

に
く
い
点
が
あ
つ
た
が
十
分
に
 

検
査
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
 

50

 

^
は
X
線
画
像
上
読
影
を
 

行
な
う
上
で
障
害
と
な
ら
な
 

か
っ
た
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
30；
は̂
 

基
準
照
射
な
ど
の
補
正
を
す
る
 

こ
と
に
よ
り
丁
01と
同
等
の
 

精
度
を
得
る
こ
と
が
確
認
で
き
 

た
。
ま
た
丁
0し
に
比
較
し
て
 

価
格
が
お
よ
そ
十
分
の
一
と
安
 

価
で
あ
る
た
め
、
今
後
上
部
消
 

化
管
検
査
な
ど
の
被
曝
線
量
測
 

定
器
と
し
て
の
有
効
性
が
示
唆
 

さ
れ
た
。
 

【
ま
と
め
】
 

し
302の
特
性
に
つ
い
て
 

化̂
V以
下
の
低
ェ
ネ
ル
 

ギ
ー
で
は
感
度
が
急
激
に
低
下
 

す
る
。
 

表
4に
示
す
。
先
程
と
同
様
に
 

早
期
癌
は
症
例
数
が
少
な
く
特
 

徴
は
み
ら
れ
な
い
が
進
行
癌
、
 

特
に
3に
達
す
る
と
一
部
の
例
 

外
を
除
い
て
は
早
く
死
亡
す
る
 

傾
向
が
あ
っ
た
。
 

〔
6ぺ
ー
ジ
に
続
く
)
 

集
団
検
診
で
発
見
後
死
亡
し
た
症
例
の
検
討
 

千
葉
県
対
が
ん
協
会
 

関
三
喜
男
、
森
英
司
、
坂
本
弘
 

謙
次
、
山
本
政
夫
、
大
塚
徹
志
、
 

吉
田
智
、
岩
元
興
人
、
 

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
̶
 

平
成
1年
度
か
ら
00年
度
ま
 

で
に
集
団
検
診
 

で
胃
癌
が
発
見
 

さ
れ
、
そ
の
後
 

死
亡
が
確
認
さ
 

れ
た
127例
 

を
使
っ
て
ど
の
 

よ
う
な
も
の
が
 

早
く
死
亡
に
至
 

り
や
す
レ
カ
を
 

調
べ
た
。
 

死
亡
症
例
を
 

表
1の
よ
う
に
 

年
代
，
男
女
別
 

症
 

数
 

亡
 

年
 

〇
崎
田
真
澄
、
濤
川
庸
夫
、
 

、
鈴
木
勝
司
、
大
下
 

姜
高
弘
、
小
林
寅
雄
、
 

関
喜
隆
、
拔
川
正
嗣
 

寸
ョ
己
 

ネ
1
±
1
ぁ
 

分
け
て
み
る
と
、
3代
で
の
 

死
亡
が
も
つ
と
 

も
多
く
次
い
で
 

7̂1

 
5ナ
4
 

代
の
順
と
な
つ
 

た
。
 

次
に
表
2
の
 

よ
う
に
男
女
別
 

で
発
見
後
の
生
 

存
期
間
を
示
す
。
 

男
女
と
も
1
年
 

以
内
で
の
死
亡
 

が
お
呪
、
生
存
2
 

年
で
の
死
亡
が
 

セ
ン
サ
ー
は
個
体
差
が
大
き
 

い
た
め
基
準
照
射
が
必
要
で
^
 

る
。
 

高
線
 

量
率
の
 

特
性
や
 

方
向
农
 

，
性
ま
 

注
意
し
 

て
使
用
 

す
る
必
 

要
が
あ
 

る
。
 

2上
咅
 

消
化
管
 

検
査
時
 

の
被
曝
 

線
量
測
 

定
に
つ
 

い
て
 

丁
01や
83̂
線
量
計
と
 

比
較
し
セ
ン
サ
ー
部
が
画
像
の
 

障
害
と
な
ら
な
か
っ
た
。
 

302の
諸
特
性
の
補
正
を
 

行
う
，
」
と
に
よ
り
精
度
良
く
測
 

定
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
 

検
査
中
，
終
了
時
の
患
者
の
 

被
曝
線
量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
 

測
定
す
る
、
」
と
が
で
き
る
。
 

ぉ̂
以
上
な
ど
、
数
で
は
男
性
 

が
多
い
が
割
合
に
す
る
と
性
別
 

で
の
差
は
な
い
こ
と
が
わ
か
つ
 

た
。
 

年
代
別
で
の
生
存
期
間
を
表
 

3に
示
す
。
、̂

 

^
代
は
症
例
 

数
が
少
な
く
特
徴
は
み
ら
れ
な
 

い
が
若
年
者
ほ
ど
短
期
間
で
死
 

亡
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

進
達
度
別
で
の
生
存
期
間
を
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技 鎺 の 曰 立 

これからは 

す 

ス ー パ ー ア イ ラ ン ド で す 。 緲 " " " 八 0 " 画 

蒙 4 'ぶ"1' 
、 ま ' 

検診車へョコ積みするときでも「600111の映像系夕テスライド」，「逆傾^4『」 

と機能を大きくし、さらに「映像系のョコスライド」を装備して天板のスライドをなくしました。 

"設霤スペースが絶対的に狭い検診車にスペース効率良く搭載でさ、しかも検珍効率を良くし 

画質を向上させる。" 

この日立のコンセプ卜をさらにつきつめた 

のが「スーパーアイランド」です。 

胃 集 団 検 診 用 X 線 装 置 

株 式 会 社 1 = 1 立 メ デ ィ コ 
〒101栗京都千代田区内神田卜卜14日立91倉檁別館0(03)3292-8111(代表）攀北海！11礼幌)？6卜5651參栗北(仙台)お卜6311拿榮関ま 
44-1631警横浜31卜5601き静岡55-5271攀名古屋57卜3106き京滋（京都)？56-3092會大阪312-8091會1界？卜9385暴神戸"卜3181鲁中国し 

5-5321參北関栗（大宮^̂ -1487攀東京293-1651肇官公需部294-3857參東京西（八王子） 
ゃ327き四国(萬松ほ卜4508 ̂州北（福岡）713-51ほ鲁九^南（鹿児島）23-5721 

'《リトゲンゾル，冒乂ぉ"紧600^.5り 

'リトゲンダル！謹/び。包装(：：^
5 0

め 

'《リトゲンソ'ル145がノ乂冗包装はりひ^セら。 )̂ 
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組
織
型
で
の
生
存
期
間
を
表
 

5に
示
す
。
分
化
.未
分
化
と
 

も
ほ
ぽ
同
数
の
死
亡
だ
が
未
分
 

化
型
は
早
く
に
そ
の
多
く
が
死
 

亡
し
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
分
 

化
型
は
な
だ
ら
か
に
死
亡
す
る
 

傾
向
が
あ
っ
た
。
 

病
変
の
大
き
さ
を
調
べ
て
み
 

る
と
、
径
の
大
き
い
も
の
が
早
 

、
死
亡
す
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
 

た
が
小
さ
く
て
も
早
く
に
死
亡
 

組
 

0年 1年 2年 3年 碑 5年 6年 7年 

分化 11 II 11 1 5 3 
未分化 23 14 6 4 3 2 0 

す
る
症
例
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
 

は
若
年
者
、
未
分
化
型
、
進
達
 

度
お
な
ど
、
早
く
に
死
亡
し
や
 

す
い
条
件
が
そ
ろ
つ
た
症
例
 

だ
つ
た
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
早
く
に
死
 

亡
し
や
す
い
条
件
と
し
て
 

，
若
年
者
 

.進
達
度
の
5以
上
 

，
未
分
化
型
 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
わ
 

か
っ
た
。
 

今
か
ら
約

年̂
前
の
昭
和
^
 

年
か
ら
昭
和
め
年
ま
で
、
発
足
 

し
た
ば
か
り
の
栃
木
県
が
ん
検
 

診
セ
ン
タ
ー
(
現
在
の
栃
木
が
 

ん
セ
ン
タ
︱
の
前
身
)で
、
朝
 

か
ら
晩
ま
で
胃
が
ん
検
診
に
打
 

ち
込
ん
で
い
た
時
期
が
あ
る
。
 

当
時
は
胃
が
ん
検
診
の
黎
明
期
 

か
ら
、
よ
う
や
く
標
準
法
と
し
 

て
間
接
6X6の
6枚
法
が
採
 

用
さ
れ
、
各
県
で
胃
集
検
が
機
 

動
に
乗
り
始
め
た
時
期
で
あ
つ
 

た
。
 

早
期
胃
が
ん
が
検
診
で
 

発
見
さ
れ
、
我
々
は
こ
れ
 

こ
そ
胃
が
ん
の
治
療
成
績
 

の
向
上
に
つ
な
が
り
、
結
 

果
的
に
胃
が
ん
の
死
亡
率
 

の
低
下
に
な
る
も
の
と
検
 

診
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
 

た
。
 

検
診
に
関
心
の
高
い
医
 

師
会
の
先
生
方
や
、
医
療
 

機
間
と
行
政
を
ま
と
め
 

て
、
検
診
セ
ン
タ
︱
の
所
 

長
で
あ
っ
た
小
平
正
先
生
を
 

会
長
と
し
て
、
栃
木
県
胃
が
ん
 

検
診
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
の
 

も
記
憶
に
残
る
思
い
出
で
あ
 

る
0
 ま

た
、
越
谷
医
師
会
の
藤
田
 

先
生
が
や
ら
れ
て
い
た
胃
カ
メ
 

ラ
集
検
を
参
考
に
、
僻
地
に
お
 

い
て
間
接
と
胃
力
メ
ラ
の
同
時
 

集
検
を
行
な
つ
た
り
し
た
も
の
 

で
あ
る
。
 

当
時
、
日
本
全
国
で
胃
集
検
 

を
施
行
さ
れ
た
人
数
は
200
 

万
人
に
達
せ
ず
、
厚
生
者
も
質
 

の
向
上
と
と
も
に
、
対
象
年
令
 

の
受
診
者
数
増
加
に
努
力
し
て
 

い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
 

し
、
間
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
見
 

落
し
の
問
題
、
他
部
位
チ
ヱ
ッ
 

ク
の
問
題
、
精
検
受
診
率
の
低
 

さ
(当
時
の
精
検
受
診
率
は
？
2
 

お
)
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
要
精
 

検
を
行
う
機
関
が
患
者
の
選
択
 

に
ま
か
さ
れ
て
お
り
、
精
検
機
 

関
の
レ
ベ
ル
の
ば
ら
つ
き
が
甚
 

だ
し
く
、
胃
集
検
の
精
度
管
理
 

が
き
わ
め
て
不
備
で
、
精
検
受
 

て
、
自
分
が
病
気
で
あ
る
こ
と
 

を
隠
し
て
い
た
と
い
う
、
現
代
 

榷
山
節
考
と
い
っ
た
笑
え
ぬ
話
 

も
あ
っ
た
。
 

し
ば
ら
く
検
診
と
離
れ
、
今
 

回
再
び
昨
年
よ
り
神
奈
川
県
労
 

働
衛
生
福
祉
協
会
で
胃
の
検
診
 

に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
 

し
て
、
実
は

数̂
年
た
っ
た
今
 

も
、
上
に
述
べ
た
本
質
的
な
胃
 

集
検
の
基
本
的
問
題
は
、
何
一
 

つ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
 

な
い
か
と
思
う
に
至
っ
た
。
 

胃
集
検
の
今
と
昔
 

I胃
集
検
は
変
わ
つ
た
か
︱
 

神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
 

有
森
正
5
 

診
を
妨
げ
る
経
済
的
要
因
な
ど
 

も
あ
つ
た
。
 

集
検
で
胃
が
ん
を
発
見
さ
れ
-

手
術
を
勧
め
ら
れ
た
老
人
が
、
 

そ
の
後
手
術
を
受
け
た
様
子
も
 

な
く
、
不
思
議
に
思
っ
て
よ
く
 

調
べ
て
み
る
と
、
本
人
は
手
術
 

で
家
族
に
経
済
的
な
迷
惑
を
か
 

け
た
く
な
い
た
め
に
、
子
供
た
 

ち
に
は
自
分
が
手
術
を
勧
め
ら
 

れ
た
こ
と
も
全
く
話
し
て
い
な
 

い
で
、
子
供
た
ち
に
負
担
を
か
 

け
る
に
し
の
び
ず
、
手
術
を
受
 

け
た
い
と
言
い
出
せ
ず
に
諦
め
 

近
年
、
集
検
無
用
論
が
マ
ス
 

コ
ミ
を
に
ぎ
あ
わ
せ
、
厚
生
省
 

の
久
道
研
究
班
の
報
告
が
昨
年
 

に
だ
さ
れ
た
が
、
そ
の
報
告
の
 

報
道
内
容
は
と
も
か
く
新
閜
の
 

見
出
し
は
、
あ
た
か
も
検
診
そ
 

の
も
の
が
無
意
味
の
ご
と
く
報
 

道
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
ま
だ
 

亲
し
レ
 

当
時
か
ら
比
べ
る
と
胃
集
検
 

全
国
集
計
も
山
田
達
哉
先
生
の
 

ご
努
力
で
、
当
時
え
ら
れ
な
 

か
つ
た
情
報
も
手
に
す
る
こ
と
 

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

ま
た
、
検
診
の
技
術
的
面
、
 

た
と
え
ば

隱̂
の
間
接
が
I

 
，
 

1̂

 

^
間
接
と
な
り
、
ま
た
標
 

準
枚
数
が
6
枚
か
ら
7
枚
に
 

な
っ
た
り
、
体
位
の
工
夫
、
高
 

濃
度
低
粘
性
バ
リ
ウ
ム
の
使
用
 

な
ど
、
ま
た
費
用
の
点
で
も
、
 

本
年
か
ら
一
般
財
源
化
さ
れ
て
 

今
後
不
透
明
な
部
分
は
あ
る
に
 

せ
よ
、
年̂
前
よ
り
改
善
さ
れ
 

て
き
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
 

る
0
 こ

れ
は
多
く
の
胃
集
検
従
事
 

者
の
努
力
、
厚
生
省
を
 

は
じ
め
地
方
自
治
体
な
 

ど
、
行
政
や
各
地
医
師
 

会
の
努
力
に
負
う
と
こ
 

ろ
が
多
い
が
、
未
だ
に
 

検
診
受
診
者
数
は
3
 
0
 

0万
人
に
届
か
ず
、
検
 

診
対
象
人
口
に
比
し
て
 

あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
 

年̂
前
で
も
全
国
で
2
 

00万
人
に
近
い
数
の
 

受
診
者
が
あ
っ
た
こ
と
 

を
考
え
る
と
問
題
で
あ
る
。
 

当
時
、
全
国
平
均
で
約
。̂
？
 

程
度
の
癌
発
見
率
で
あ
っ
た
も
 

の
が
、
現
在
は
ぉ̂
程
度
に
落
 

ち
て
お
り
、
他
部
位
チ
エ
ッ
ク
 

の
問
題
、
見
落
と
し
の
問
題
 

も
、
古
く
て
新
し
い
問
題
と
し
 

て
解
決
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
 

た
、
精
検
受
診
率
の
低
率
の
問
 

題
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
 

諸
問
題
は
現
在
の
方
法
論
に
 

頼
つ
て
い
る
か
ぎ
り
、
解
決
出
 

来
な
い
問
題
で
あ
る
の
か
も
し
 

れ
な
い
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
 

と
、
本
質
的
に
は
お
年
前
と
何
 

が
変
わ
っ
た
の
か
と
お
も
わ
ざ
 

る
を
え
な
い
。
勿
論
、
大
変
に
 

進
歩
し
た
の
だ
と
反
論
さ
れ
る
 

先
生
方
も
多
い
と
思
う
し
、
日
 

夜
検
診
に
従
事
し
、
こ
の
仕
事
 

に
情
熱
を
持
つ
て
動
い
て
い
る
 

方
に
水
を
差
す
つ
も
り
は
な
い
 

が
、
"世
紀
を
目
前
に
し
て
、
 

今
ま
で
と
違
っ
た
検
診
シ
ス
テ
 

ム
の
構
築
を
、
考
え
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
の
で
は
い
か
と
思
 

う
0
 ま

た
、
若
い
医
師
は
例
外
も
 

あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
I般
的
に
 

は
消
化
器
検
診
に
は
関
心
が
乏
 

し
い
。
ど
う
し
て
も
最
先
端
の
 

仕
事
に
関
心
が
向
き
勝
で
、
消
 

化
器
検
診
に
は
興
味
を
持
た
 

ず
、
古
く
さ
い
分
野
と
捉
え
ら
 

れ
が
ち
で
あ
る
。
 

ム
マ
後
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
 

一
つ
に
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
 

ル
︱
ブ
の
設
定
に
よ
る
検
診
方
 

法
の
個
別
化
、
効
率
化
を
考
え
 

る
時
期
に
き
て
い
る
と
お
も
 

う
。
そ
し
て
集
検
の
評
価
を
き
 

ち
ん
と
す
る
こ
と
も
よ
り
重
要
 

で
あ
ろ
う
。
ぺ
プ
シ
ノ
 

︱

ゲ

ン
 

法
も
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
︱
プ
の
 

選
別
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
 

し
、
疫
学
的
な
選
別
方
法
も
考
 

慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
今
 

後
、
そ
の
道
を
探
る
試
み
も
重
 

要
で
あ
る
と
思
う
。
 

以
上
が
久
し
ぶ
り
に
検
診
の
 

現
場
に
戻
つ
て
き
て
の
率
直
な
 

感
想
で
あ
る
。
 

「
平
成
9年
5月
お
日
か
ら
 

施
行
す
る
」
と
し
た
も
の
の
、
 

「
施
行
す
る
」
に
も
支
部
に
 

よ
つ
て
は
関
東
甲
信
越
地
方
会
 

の
よ
う
な
、
そ
の
基
盤
と
な
る
 

「
放
射
線
技
師
部
会
」
が
な
 

？
つ
た
。
 

「
規
則
」
だ
け
の
「
日
本
消
化
 

器
集
団
検
診
学
会
認
定
放
射
線
 

技
師
制
度
」
は
、
5月
に
盛
岡
 

で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
放
射
線
 

技
師
部
会
長
会
議
」
で
、
2力
 

年
の
混
迷
を
抜
け
よ
う
や
く
整
 

理
の
方
向
が
見
え
出
し
た
。
し
 

か
し
、
作
業
完
成
ま
で
に
は
ま
 

だ
か
な
り
の
日
時
が
掛
か
り
、
 

制
度
実
施
の
目
処
は
遠
い
と
い
 

え
る
。
 

本
年
2
月
3
日
、
日
本
消
化
 

器
集
団
検
診
学
会
中
國
四
国
地
 

方
会
総
会
で
「
中
國
四
国
地
方
 

会
放
射
線
技
師
部
会
」
が
承
認
 

さ
れ
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
全
国
 

各
支
部
に
「
放
射
線
技
師
部
 

会
」
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
を
受
 

け
、
平
成
：
：
年
5月
"日
、
第
 

回̂
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
 

会
総
会
に
合
わ
せ
、
盛
岡
市
民
 

文
化
ホ
ー
ル
で
「
日
本
消
化
器
 

集
検
学
会
，
全
国
放
射
線
技
師
 

部
会
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
 

た
。
 

参
加
者
は
土
井
偉
誉
集
検
従
 

事
者
研
究
会
委
員
会
委
員
長
、
 

鈴
木
章
一
一
(北
海
道
)、
原
ロ
雅
 

行
(
東
北
、
石
渡
良
徳
(
関
東
 

甲
信
越
)
、
馬
場
健
碩
(
東
海
北
 

陸
)
、
赤
松
暁
(
近
畿
)
、
木
 

下
正
司
(
中
國
四
国
)
、
川
口
幸
 

脩
(
九
州
沖
緙
)
の
支
部
長
で
、
 

次
の
事
項
が
審
議
さ
れ
た
。
 

し
こ
れ
ま
で
の
「
集
検
従
事
 

者
研
究
会
委
員
会
」
は
解
消
 

し
、
「
日
本
消
化
器
集
団
検
診
 

学
会
，
部
会
委
員
会
」
と
名
称
 

変
更
す
る
。
 

1「
部
会
委
員
会
」
^̂こ
 

れ
ま
で
の
担
当
理
事
1名
、
医
 

師
7名
、
放
射
線
技
師
2名
、
 

保
健
婦
2名
の
計
に
名
を
、
担
 

当
理
事
1名
、
医
師
は
各
支
部
 

よ
り
支
部
長
推
薦
の
学
会
認
定
 

医
1名
の
計
7名
、
放
射
線
技
 

師
は
各
支
部
よ
り
代
表
1名
の
 

計
7名
、
保
健
婦
は
各
支
部
保
 

健
衛
生
部
会
組
織
が
完
備
す
る
 

ま
で
は
現
行
の
2名
で
、
委
0；
 

合
計
口
名
で
構
成
し
、
学
会
理
 

事
長
、
担
当
理
事
が
委
嘱
す
 

る
。
 

1「
学
会
認
定
放
射
線
技
師
 

制
度
」
は
保
健
婦
代
表
2名
を
 

除
い
た

名̂
の
「
部
会
委
员
 

会
」
で
「
放
射
線
技
師
認
定
委
 

員
会
」
を
作
り
、
「
認
定
規
則
」
 

「
実
施
細
則
」
等
の
作
成
を
始
 

め
る
。
 

4：
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
 

会
認
定
放
射
線
技
師
制
度
規
 

則
、
「
第
8条
の
1、
こ
の
規
則
 

は
平
成
9年
5月
お
日
か
ら
施
 

行
す
る
」
に
つ
い
て
は
、
「
公
に
 

訂
正
す
る
」
こ
と
を
、
土
井
部
 

会
委
員
会
委
員
長
も
納
得
し
 

た
。
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学
会
.
硏
習
会
開
催
案
内
 

女
第
お
回
保
健
衛
生
部
会
 

研
修
会
 

日
時
：
平
成
：
：
年
7月
门̂
 

(
火
)
、
昔
(
水
)
 

会
場
：
国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
 

内
、
が
ん
研
究
振
興
財
団
国
際
 

交
流
会
館
3
階
、
国
際
会
議
場
 

地
下
鉄
都
営
浅
草
線
、
営
団
日
 

比
谷
線
「
東
銀
座
駅
」
下
車
徒
 

歩
3分
 

東
京
都
中
央
区
築
地
5-1-1
 

電
話
03-3543-03
 

3
 2 

対
象
者
.，
検
診
業
務
に
従
事
し
 

て
い
る
保
健
婦
I看
護
婦
，
そ
 

の
他
の
職
員
 

募
集
人
員
：
150名
(定
員
 

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)
 

受
講
費
用
：
1
万
円
(
資
料
代
 

を
含
む
。
当
日
会
場
で
お
支
払
 

い
下
さ
い
)
 

申
込
締
切
：
平
成
；
：
年
7月
^
 

日

(
月

)
必

着
 

申
込
方
法
：
往
復
は
が
き
使
 

用
、
往
面
に
参
加
者
氏
名
，
職
 

種
，
勤
務
先
と
所
在
地
 

復
面
に
参
加
者
名
と
宛
て
先
、
 

裏
面
は
白
紙
で
 

申
込
先
：
〒
101I00

 
6
 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
 

河
ム
ロ
 2

 |

 5
 

東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
 

小
澤
元
美
 

電
話
03-3292-23
 

41
 

内
容
：
7月
？
：
；
日
(火
)午
前
 

9時
受
付
開
始
、
午
後
4時
ま
 

で
，
 

オ
リ
ェ
ン
テ
︱
シ
ョ
ン
 

教
育
講
演
：
「
胃
集
検
に
か
け
 

る
情
熱
」
 

講
師
市
川
平
三
郎
(
国
立
 

が
ん
セ
ン
タ
︱
中
央
病
院
名
誉
 

医
院
長
)
 

ヮ
︱
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
「
胃
集
 

検
、
初
心
忘
れ
る
こ
と
な
く
ー
 

集
検
の
現
状
と
将
来
︱
」
 

発
表
者
木
内
智
香
子
(
長
 

野
県
臼
田
町
保
健
婦
)
 

川
原
井
隆
之
(
東
京
都
足
立
 

区
衛
生
部
保
健
推
進
課
)
 

他
(
交
渉
中
)
 

助
言
者
宮
下
美
生
(
長
野
 

県
予
防
医
学
協
会
理
事
)
 

7
月
2
8
日
(
水
)
午
前
9
時
 

分̂
〜
午
後
4時
ま
で
 

教
育
講
演
：
「
肝
胆
陴
が
ん
の
 

医
療
最
前
線
」
 

講
師
小
野
良
榭
(
日
本
大
 

学
医
学
部
総
合
検
診
セ
ン
タ
︱
 

所
長
)
 

教
育
講
演
：
「
胃
が
ん
の
医
療
 

最
前
線
」
 

講
師
今
村
清
子
(
横
浜
市
 

立
市
民
病
院
が
ん
検
診
セ
ン
 

タ
︱
所
長
)
 

女
第
^
回
日
本
消
化
器
集
 

団
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
 

地
方
会
 

会
長
：
岩
崎
有
良
(
駿
河
台
日
 

本
大
学
病
院
第
3
内
科
)
 

日
時
：
平
成
；
：
年
9月
日̂
 

(
土
)
 

会
場
.，
日
本
大
学
会
館
大
講
堂
 

I尺
総
武
線
「
市
ケ
谷
駅
」
.地
 

下
鉄
「
市
ケ
谷
駅
」
下
車
徒
歩
 

3分
 

〒
1
0
2
-
8
2
7
5
千
代
 

田
区
九
段
南
4
 
I

 8

 I

 2
4
 

電
話
03-5275-81
 

10
 

特
別
講
演
：
「
肝
癌
の
予
防
と
 

予
知
の
新
し
い
視
点
」
 

荒
川
泰
行
(
日
本
大
学
第
3
 

内
科
教
授
)
 

司
会
三
木
一
正
(
東
邦
大
 

学
第
1
内
科
教
授
)
 

教
育
講
演
：
「
胃
集
検
に
お
け
 

る
精
度
管
理
の
今
日
的
課
題
」
 

宮
下
美
生
(
長
野
県
成
人
病
 

予
防
協
会
常
務
理
事
)
 

司
会
岩
崎
有
良
(
第
5

 8 

回
関
東
甲
信
越
地
方
会
会
長
)
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
「
胃
集
検
に
 

お
け
る
標
準
撮
影
法
の
見
直
し
 

は
必
要
か
」
 

演
者
馬
場
保
昌
(
癌
研
究
 

会
付
属
病
院
)
 

山
岸
忠
好
(
日
本
健
康
倶
楽
 

部
)
 佐

藤
清
一
一
(東
京
都
予
防
医
 

学
協
会
)
 

酒
井
康
(
茨
城
県
総
合
検
 

診
協
会
)
 

特
別
発
言
丸
山
雅
一
(
癌
研
 

究
会
付
属
病
院
)
 

海
老
根
精
一
一
(霞
ケ
浦
成
人
 

病
研
究
事
業
団
)
 

司
会
今
村
清
子
(
横
浜
市
 

民
病
院
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
)
 

石
渡
良
徳
(
神
奈
川
県
労
働
 

福
祉
協
会
)
 

：
般
演
題
：
(女
申
し
込
み
締
 

め
切
り
6月

日̂
)
 

女
日
本
消
化
器
集
団
検
診
 

学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
 

第
お
回
放
射
線
技
師
部
会
 

会
長
：
堤
直
葉
(
越
谷
市
立
 

市
民
病
院
放
射
線
科
)
 

日
時
：
平
成
；
：
年
2月
；
5日
 

(
土
)
 

会
場
：
サ
ン
シ
テ
ィ
越
谷
市
民
 

ホ
︱
ル
小
ホ
ー
ル
 

1
尺
武
蔵
野
線
「
南
越
谷
駅
」
 

下
車
徒
歩
3
分
 

東
武
伊
勢
崎
線
「
新
越
谷
駅
」
 

下
車
徒
歩
3
分
 

|
丁

 3431

 0
 8 4

 
5越
谷
 

市
南
越
谷
3

 ̂

 2
 8 7 611
 

I！
せ
話
0489-85-11
 

市
民
公
開
講
座
：
「
市
民
と
が
 

ん
を
語
ろ
う
」
 

市
川
平
一
二
郎
(国
立
が
ん
セ
 

ン
タ
︱
中
央
病
院
名
誉
医
院
 

長
)
 

特
別
講
演
：
「
原
点
に
か
え
つ
 

て
ル
︱
チ
ン
検
査
を
考
え
て
み
 

る
」
 

安
達
純
子
(
早
期
胃
癌
検
診
 

協
会
)
 

会
長
講
演
：
「
消
化
管
検
査
に
 

携
わ
る
技
師
の
視
線
解
析
」
 

堤

直

葉

(
第

3

 2回
放
射
 

線
技
師
部
会
会
長
)
 

シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
，
-「
消
化
管
X
 

線
IVの
画
像
技
術
」
 

一
般
演
題
：
 

女
第
^
回
日
本
消
化
器
集
 

団
検
診
学
会
秋
季
大
会
 

会
長
.，
福
富
久
之
 

日
時
：
平
成
：
：
年
川
月
？
3日
 

(
木
)
〜
；
；
！
日
(
日
)
の
3
日
間
 

会
場
：
広
島
国
際
会
議
場
、
広
 

島
厚
生
年
金
会
館
、
ァ
ス
テ
ー
 

ル
プ
ラ
ザ
、
広
島
県
立
総
合
体
 

育
会
館
 

会
長
講
演
：
「
が
ん
集
検
の
将
 

来
」
 

福
富
久
之
 

司
会
大
柴
三
郎
(
宮
城
県
 

対
が
ん
協
会
)
 

特
別
講
演
：
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
 

ル
と
癌
」
 

富
永
祐
民
 

司
会
武
藤
弘
〖
筑
波
大
 

学
臨
床
医
学
系
)
 

招

|̂講
寅
：
 

「
|̂35ョ
115ヒ
611。
012。
1̂̂̂
 

5-1101.1ョ
16203き
ュ
238ョ
。
 

21X50ョ
3」
？
3ミ
512:311さ
 

司
会
竹
本
忠
良
(
日
本
 

消
化
器
学
会
名
誉
会
長
)
 

講
演
1：
「
痛
検
診
の
有
効
性
 

評

価

胃

癌

」

深

尾

彰
 

座

長

久

道

茂

(
東

北

大
 

学
公
衆
衛
生
学
)
 

講
演
2：
「
癌
検
診
の
有
効
性
 

評
価
大
腸
癌
」
斎
藤
博
 

庵

長

久

道

茂

(
東

北

大
 

学
公
衆
衛
生
学
)
 

報
告
：
「
消
化
器
集
検
全
国
集
 

計
」
 

山
田
達
哉
 

司
会
荒
川
泰
行
(
日
本
大
 

学
第
3
内
科
)
 

教
育
講
演
：
「
消
化
器
疾
患
診
 

療
の
最
近
の
進
歩
〖
0
0
が
I
 

1：
「
炎
症
性
腸
疾
患
の
診
 

断
と
治
療
」
 

飯
田
三
郎
(
川
崎
医
科
大
学
 

消
化
器
内
科
0
 

コ
メ
ン
テ
︱
タ
︱
 

.
1
3
〔

-
"
 

司

会

朝

倉

均

(
新

潟

大
 

学
第
3
内
科
)
 

2：
「
消
化
吸
収
障
害
の
病
 

態
か
ら
み
た
治
療
」
 

馬
場
忠
雄
(
滋
賀
医
科
大
学
 

第
2
内
科
)
 

司

会

山

下

孝

(
兵

庫

医
 

科
大
学
第
4
内
科
)
 

3：
「
消
化
器
が
ん
の
動
向
 

と

世̂
紀
の
予
防
対
策
」
 

大
島
明
(
大
阪
府
立
成
人
 

病
セ
ン
タ
︱
) 

司
会
竹
内
義
員
(
香
川
県
 

立
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
)
 

4
 
：
「
胃
癌
治
療
の
最
前
 

線
」
 

吉
田
茂
昭
(
が
ん
セ
ン
タ
ー
 

東
病
院
)
 

司

会

峠

哲

哉

(
広

島

大
 

学
原
爆
放
射
能
医
学
研
究
所
腫
 

瘍
外
科
)
 

5：
「
上
部
き
化
管
の
機
能
 

異
常
」
 

本
郷
道
夫
(
東
北
大
学
総
合
 

診
療
部
)
 

コ
メ
ン
テ
︱
タ
︱
 

0
2
-
1
ュ
 

XV

 5
2
3

 一
6
(1
1
0
1
1
1
1
0
1
1
9
0
5
で
1
1
3
0
 

司

会

伊

藤

漸

(
群

馬

大
 

学
名
誉
教
授
)
 

6
：
「
肝
硬
変
|
診
断
と
治
 

療
の
新
し
い
展
開
」
 

川
崎
宽
中
(
鳥
取
大
学
第
2
 

内
科
)
 コ

メ
ン
テ
，
-タ
︱
 

2
8
0
1
^
 

司
会
石
井
裕
正
〈
慶
応
義
 

塾
大
学
医
学
部
消
化
 

7：
「
大
腸
ガ
ン
の
組
織
発
 

生
一
過
去
、
現
在
、
未
来
」
 

武
藤
徹
一
郎
(
癌
研
究
会
休
 

属
病
院
)
 

司
会
吉
雄
敏
文
(
東
邦
大
 

学
名
誉
教
授
)
 

8：
「
慢
性
睥
炎
の
病
態
と
 

治
療
」
 

早
川
哲
夫
(
名
古
屋
大
学
第
 

2
内
科
)
 

司
会
細
田
四
郎
(
滋
賀
医
 

科
大
学
名
誉
教
授
、
御
上
会
野
 

洲
病
院
)
 

9：
「
胆
襄
炎
，
胆
管
炎
の
 

診
断
と
治
療
」
 

内
村
正
幸
(
県
西
部
浜
松
医
 

療
セ
ン
タ
︱
) 

司
会
藤
田
力
也
(
昭
和
大
 

学
藤
が
丘
病
院
内
科
)
 

川
：
「
鏡
視
下
手
術
は
ど
み
 

よ
う
な
症
例
に
行
わ
れ
る
か
」
 

山
川
達
郎
(
帝
京
大
学
溝
口
 

病
院
外
科
)
 

司
会
出
月
康
夫
(
埼
玉
医
 

科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
外
 

科
)
 

シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
：
 

1：
「
消
化
器
癌
検
診
の
メ
 

リ
ッ
ト
.デ
メ
リ
ッ
ト
」
 

(
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
 

会
)
 司

会
今
村
清
子
(
横
浜
市
 

市
民
病
院
が
ん
検
診
セ
ン
 

タ
丄
 

有
末
太
郎
(
北
海
道
対
が
ん
 

協
会
検
診
セ
ン
タ
ー
】
 

2：
「
臨
床
応
用
可
能
な
分
 

子
生
物
学
」
 

司

会

千

葉

勉

(
京

都

大
 

学
消
化
器
病
態
学
)
 

北
島
政
樹
(
慶
応
義
塾
大
学
 

医
学
部
外
科
)
 

3：
「
消
化
管
超
音
波
診
断
 

の
進
歩
」
 

(
日
本
消
化
器
病
学
会
，
日
 

本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
き
日
 

本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
合
同
)
 

司

会

寺

野

彰

(
獨

協

医
 

科
大
学
第
2
内
科
)
 

山
中
恒
夫
(
自
治
医
科
大
学
 

大
宮
医
療
セ
ン
タ
ー
消
化
器
内
 

科
)
 

4
 ：
「
消
化
管
癌
の
発
生
5
1
1
^
1
1
 

展
と
高
危
険
群
」
 

飜
 

(
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
 

会
き
日
本
消
化
器
病
学
会
合
 

マ̂
細
 

司
会
多
田
正
大
(
京
都
が
 

ん
協
会
)
 

吉
原
正
治
(
広
島
大
学
保
健
 

管
理
セ
ン
夕
！
)
 

5：
「
超
音
波
診
断
で
発
見
 

さ
れ
る
胆
降
癌
の
実
態
」
 

(
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
 

会
，
日
本
咩
臓
学
会
，
日
本
胆
 

道
学
会
合
同
)
 

司
会
小
野
良
榭
(
日
本
大
 

学
第
3
内
科
)
 

三
原
修
ー
(
日
赤
熊
本
健
康
 

管
理
セ
ン
タ
！
) 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：
 

1：
「
ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
と
胃
 

集
検
」
 

(
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
 

会
罾
日
本
消
化
器
病
学
会
合
 

同
)
 司

会
三
木
一
正
(
東
邦
大
 

学
第
1
内
科
)
 

細
井
董
三
(
多
摩
が
ん
検
診
 

セ
ン
タ
︱
) 

2：
「
消
化
器
疾
患
の
好
発
 

癌
状
態
」
 

(
日
本
消
化
器
病
学
会
，
日
 

本
肝
臓
学
会
，
日
本
消
化
器
外
 

科
学
会
，
日
本
消
化
器
集
団
検
 

診
学
会
合
同
)
 

司
会
上
西
紀
夫
(
東
京
大
 

学
消
化
管
外
科
)
 

佐
藤
信
紘
(
順
天
堂
大
学
消
 

化
器
内
科
)
 

特
別
企
画
：
「
消
化
器
集
検
の
 

未
来
像
〈
2010年
の
集
検
 

を
予
想
す
る
)
」
 

司

会

河

村

奨

(
山

口

労
 

災
病
院
)
 

渋
江
正
(
鹿
児
島
県
厚
生
 

連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
】
 

一
般
演
題
：
 

女
日
本
消
化
器
集
団
検
診
 

学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
 

第
ー
回
超
音
波
部
会
 

会
長
：
小
野
良
樹
(
日
本
大
学
 

医
学
部
第
3
内
科
)
 

日
時
：
平
成
：
！
：
年
：
：
：
月
3日
 

(
土
)
 

会
場
：
新
宿
野
村
ビ
ル
「
コ
ニ
 

力
株
式
会
社
1
5
八
8
会
議
 

室
」
 

I尺
「
新
宿
駅
」
下
車
徒
歩
5
 

分
 

地
下
鉄
都
営
に
号
線
「
都
庁
 

前
」
下
車
徒
歩
3分
 

亍
163-0512新
宿
 

区
西
新
宿
1126-2
 

電
話
03-3349-51
 

82
 

内
容
：
(未
定
、
6月
下
旬
に
 

決
ま
る
)
 

女
消
化
管
撮
影
技
術
研
修
 

会
第
4
回
卒
後
研
修
会
 

日
時
：
平
成
：
：
年
0月
日̂
 

(
土
)
午
後
1
時
、
"
日
に
時
 

〔
一
泊
一
百
)
 

会
場
.，
湯
河
原
厚
生
年
金
会
館
 

ユ

東̂
海
道
線
「
湯
河
原
駅
」
 

下
車
バ
ス
^
分
、
タ
ク
シ
ー
 

5分
 

〒
4
1
3
|
0
0
0
1
静
岡
 

県
熟
海
市
泉
107
 

電
話
0
4
6
5
1
6
3
1
3
7
 

21
 

受
講
資
格
.，
第
③
回
消
化
管
撮
 

影
技
術
研
修
会
ま
で
の
受
講
修
 

了
者
 

募
集
人
員
：
名̂
 

受
講
費
用
：
2万
8千
円
(宿
 

泊
費
、
食
事
代
、
テ
キ
ス
ト
代
 

を
含
む
)
 

申
込
締
切
：
平
成
：
：
：
年
9月
^
 

日
(
但
し
定
員
に
な
り
次
第
締
 

め
切
り
ま
す
)
 

申
込
先
丄
丁
 2

 4
0
-
0
0

 3
 

横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
天
王
町
 

2
 14

 4 19
 

神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
 

石
度
良
窓
 

電
話
045-333-87
 

17112-0004東
京
 

都
文
京
区
後
楽
1-4-18
 

ト
ョ
タ
自
動
車
㈱
東
京
診
療
所
 

今
井
仁
彦
 

内
容
：
 

；
:月

日̂
(土
)午
後
1時
よ
 

①
症
例
検
討
及
び
読
影
を
主
に
 

し
た
講
義
 

②
消
化
管
検
診
の
日
常
業
務
に
 

お
け
る
質
疑
応
答
 

③
；
；
I世
紀
の
が
ん
検
診
の
あ
り
 

；
:月
"(日
)午
前
9時
よ
り
 

；
:時
分̂
 

④
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
 

に
お
け
る
放
射
線
技
師
の
位
置
 

付
け
と
動
向
 

(
認
定
制
度
を
中
心
に
)
 

⑤
さ
ま
ざ
ま
な
画
像
の
見
方
と
 

質
疑
応
答
 

講
師
：
市
川
平
三
郎
(
国
立
が
 

ん
セ
ン
タ
︱
中
央
病
院
名
誉
医
 

院
長
)
 

松
江
寛
人
(
国
立
が
ん
セ
ン
 

タ
ー
中
央
病
院
)
 

丸
山
雅
ー
(
癌
研
究
会
付
属
 

病
院
)
 

浜
田
勉
(
社
会
保
険
中
央
 

総
合
病
院
)
 

女
第
！
；
；
：
：
回
日
本
大
腸
検
査
 

学
会
 

大
腸
検
査
に
従
事
す
る
メ
 

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
 

め
の
セ
ミ
ナ
I 

プ
ラ
ン
ナ
ー
：
丸
山
雅
ー
(
癌
 

研
究
会
付
属
病
院
)
 

日
時
：
平
成
；
：
年
；
；
：
月
2日
 

(
土
)
午
後
1
時
か
ら
6
時
ま
 

で
 

会
場
：
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
 

場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

I
尺
京
葉
線
海
浜
幕
張
駅
下
 

車
徒
歩
3分
 

亍
261，
0023千
葉
市
 

美
浜
区
中
瀬
2-1
 

電
話
0
4
3
1
2
9
6
1
0
0
 

01
 

ヮ
︱
ク
シ
ョ
ッ
プ
11「
注
腸
 

用
バ
リ
ウ
ム
開
発
の
現
状
」
 

演
者
株
式
会
社
カ
イ
ゲ
ン
研
 

究
室
員
 

堀
井
薬
品
工
業
株
式
会
社
研
究
 

室
員
 

大
田
製
薬
株
式
会
社
研
究
室
員
 

伏
見
製
薬
株
式
会
社
研
究
室
員
 

司

会

佐

藤

忠

(
元

慶

応
 

義
塾
大
学
病
院
)
 

教
育
講
演
1，
「
大
腸
検
診
に
 

お
け
る
免
疫
学
的
便
潜
血
反
応
 

の
有
用
性
」
 

小
林
世
美
(
愛
知
県
三
の
丸
 

病
院
)
 

司
会
田
村
君
英
(
平
塚
胃
 

腸
病
院
)
 

教
育
講
演
2
 ，
「
2
1
世
紀
の
大
 

腸
癌
検
診
へ
の
提
言
」
 

多
田
正
大
(
京
都
が
ん
協
 

会
)
 司

会
今
村
清
子
(
横
浜
市
 

市
民
病
院
)
 

教
育
講
演
3
 

，
「
八
1
0
5
患
 

者
の
内
視
鏡
検
査
と
内
視
鏡
 

象
」
 

山
田
義
也
(
東
京
都
立
駒
込
 

病
院
)
 

司

会

丸

山

雅

ー

(
癌

研

究
 

会
付
属
病
院
)
 

教
育
講
演
4
 

，
「
大
腸
検
査
に
 

お
け
る
X線
、
内
視
鏡
の
位
置
 

せ
け
一
 

今

井

裕

(
立

川

共

済

病
 

院
)
 

司

会

窪

地

淳

(
国

立

病
 

院
東
京
医
療
セ
ン
タ
︱
) 

ヮ
︱
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
 

.「
注
腸
 

検
査
の
質
的
向
上
を
求
め
て
、
 

描
出
に
苦
労
す
る
領
域
、
」
 

演
者
宮
城
竜
也
(
ハ
︱
ト
 

ラ
イ
フ
病
院
)
 

奥
田
圭
I
 (社
会
保
険
中
央
 

病
院
)
 

中

島

浩

(
立

川

共

済

病
 

院
)
 柏

木
秀
樹
(
湯
川
研
一
消
化
 

器
ク
リ
ニ
ッ
ク
)
 

本
田
今
朝
男
(
神
奈
川
県
労
 

働
衛
生
福
祉
協
会
)
 

江
平
俊
雄
(
共
済
南
風
病
 

院
)
 

特
別
発
言
藤
好
健
史
(
藤
好
 

ク
リ
ニ
ッ
ク
) 

司

会

今

井

裕

(
立

川

共
 

済
病
院
)
 

都
築
史
郎
(
慶
応
義
塾
大
学
 

病
院
)
 

女
第
^
回
日
本
消
化
管
撮
 

影
研
究
会
 

大
会
長
：
吉
田
実
(
田
野
町
 

国
民
健
康
保
険
病
院
)
 

名
誉
大
会
長
：
谷
口
武
臣
 

日
時
：
平
成

年̂
2月
に
日
 

(
土
)
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

会
場
：
宮
崎
県
立
芸
術
劇
場
 

〔
演
虔
ホ
ー
ル
) 

一
丁

 8
8
0

 
I

 85
5
7
 

宮
崎
巿
船
塚
3

 ̂

 2
1
0
 

電
話
0985-28-32
 

10
 

会
费
.，
3000円
 

【
世
話
人
，
常
任
世
話
人
会
議
】
 

日
時
：
平
成
年̂
2月
；
：
日
 

(
金
)
午
後
5
時
〜
7
時
 

会
場
：
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
宮
崎
 

(
本
館
)
 

¦
 丁

 8
0
0
0
-
0
8
6
6
 

宮
崎
市
川
原
町
1
I1
 

電
話
0985-27'！
 

【
懇
親
会
】
 

日
時
：
平
成
12年
2月
1
 

日
(
金
)
午
後
7
時
よ
り
9
時
 

ま
で
 

会
場
：
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
宮
崎
 

(
本
館
)
 

会
費
：
5000円
 

五
月
晴
れ
の
5月
に
日
、
名
門
船
橋
カ
ン
ト
リ
̶
ク
ラ
ブ
 

で
、
第
一
回
市
川
「
百
獣
の
王
」
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
が
開
催
 

さ
れ
た
。
こ
の
企
画
は
、
2月
の
千
葉
厚
生
年
金
会
館
で
の
 

消
化
管
撮
影
技
術
研
修
会
終
了
式
後
、
市
川
平
三
郎
先
生
、
 

丸
山
雅
一
先
生
と
 

と
の
、
ゴ
ル
フ
話
 

役
員
は
い
ざ
実
 

東
甲
信
越
地
方
会
 

せ
ば
よ
い
か
分
か
 

通
知
を
出
し
、
十
 

が
、
平
日
で
も
あ
 

を
取
れ
な
い
方
が
 

は
巿
川
、
丸
山
両
 

お
名
で
の
プ
レ
̶
 

優
勝
杯
は
茨
城
 

の
酒
井
康
氏
が
 

勝
は
精
エ
タ
カ
ネ
 

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
 

ル
シ
ス
テ
ム
の
皆
 

先
生
の
グ
ロ
ス
は
 

に
僅
か
及
ば
な
 

打
上
会
で
、
記
 

杯

氏
 

王
井
 

び
-酉
 

獣
は
 

百

勝
 

1̂優
 

而
 

第
 

放
射
線
技
師
幹
事
 

が
実
っ
た
も
の
。
 

行
と
な
る
と
、
関
 

の
誰
に
通
知
を
出
 

ら
ず
、
数
百
名
に
 

組
の
枠
を
取
っ
た
 

り
、
検
診
で
休
日
 

多
く
、
最
終
的
に
 

先
生
を
を
含
め
て
 

と
な
っ
た
。
 

県
総
合
検
診
協
会
 

手
に
し
た
。
準
優
 

の

牧

誠

治

氏

、
 

は
富
士
メ
デ
ィ
力
 

川
昌
志
氏
。
市
川
 

114で
「
百
獣
」
 

か
っ
た
。
 

き
カ
ッ
プ
は
持
ち
 

回
り
制
と
し
、
市
川
先
生
よ
り
の
寄
付
金
を
記
念
杯
基
金
と
 

し
、
次
回
は

月̂
の
土
曜
か
日
曜
日
に
、
地
方
会
の
医
師
を
 

始
め
各
職
種
の
方
、
メ
 

̶
力
̶
の
方
に
も
ご
参
加
し
て
頂
き
 

開
.̂隹
す
る
,」
と
が
决
ま
つ
た
。
 



健康応援団！\/(众X 

霊'
1
^'】に」.曆[スーバ一が/^ま3 ，口 ^ 

診断給付金 一時金として100万円 

入院給付金 1曰につき1万5千円 

1 力 月 の 塌 合 4 5 万 円 

在 宅 療 養 給 付 金 院 に っ き ( 退 院 時 に 〕 2 0 万 円 

通院給付金 13にっき5千円 

死亡保険金 150万円 

き家族ぐるみのご契約もできます。 

《^断給付金.通院給付金，死亡保険金については.支払事由発生 

時の年麟が漠65歲以上の壜台はそれぞれ半額になります。 

十 

「がん」以外で入疾されたとき 

疾病（災害）人院初期給付金-畴金として2万円 
疾 # (！^客:'入院給付金の支払われ4入院をされたとき 

「がん」以外で入院されたとき 

疾病（災害）入院給付金 1日につき5千円 

手術されたとき 

手術！^付せ1回につき(字術の種類により）5-10，20万円 
またば傷害で3；定の手術をされたとき 

攀保陣は自動更新により90)8までご継綾いただけます'よ 

^疾病（災害）入院給付金は，主契的の入院給付金が支払われる曰は、 

お支払いの対象とはなりません。 

健 康 ^ 援 回 

く引受保険会社〉あなたがしっかり考えて選ぶ保険会社でありたい。 

ア メ リ カ ン フ ァ ミ リ ー 生 命 

〒163刁456東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三并ビル003-3344-2701(代表） 

平 成 1 1 年 6 月 1 0 日 胃 集 検 通 信 

〔効能，効果〕 

，胃潰瘍 

，下記疾患の胃粘膜病変(びらん、出血、発赤、浮腫)の改善 

急性胃炎、慢性胃炎の急性増悪期 

0用法'用量、使用上の注意等は、製品添付文害 

をご参照ください。 

1 ^ 0 0 0 5 1 3 ' ね 6 1 6 お ^ レ バ ミ ピ ド 錠 

III逸発売元 資料請求先 

(！^^)大塚製薬株式会社大塚製薬株式会社学術部 

^ # ^ ^ ^ ^ 1 - 9 干
1 0 1

代 神 田 田 区 第 神 2 ^ レ 町 リ 

消
化
器
集
団
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
 

『
超
音
波
部
会
』
入
会
の
ご
案
内
 

超
音
波
部
会
代
表
世
話
人
 

小
野
良
樹
(
日
本
大
学
第
3
内
科
) 

1
消
化
器
集
団
検
診
学
会
 

関
東
甲
信
越
地
方
会
と
は
 

消̂
化
器
集
団
検
診
の
向
 

上
、
発
展
を
は
か
る
こ
と
を
目
 

的
と
し
た
学
会
で
す
。
 

ヒ
東
京
.神
奈
川
.千
葉
.埼
 

玉
.茨
城
.栃
木
.群
馬
山
梨
-

長
野
.新
潟
1都
9県
の
消
化
 

器
集
団
検
診
関
係
者
が
会
員
に
 

な
つ
て
い
ま
す
。
 

に
年
2
回
学
術
集
会
が
関
 

催
さ
れ
ま
す
。
年
4回
機
関
紙
 

が
発
刊
さ
れ
ま
す
。
 

丄
代
表
世
話
人
：
市
川
平
 

三
郎
(国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
中
 

央
病
院
名
誉
院
長
)
 

〜
超
音
波
部
会
と
は
 

1
関
東
甲
信
越
地
方
会
の
 

部
会
組
織
で
す
。
I
 

ヒ
超
音
波
検
診
の
精
度
管
 

理
、
教
育
を
目
的
と
し
た
部
会
 

で
す
。
 

に
超
音
波
検
診
に
関
す
る
 

学
術
集
会
、
セ
ミ
ナ
̶
な
ど
を
 

開
催
し
ま
す
。
 

丄
会
員
は
関
東
甲
信
越
地
 

ガ
会
の
超
音
波
部
会
に
賛
同
す
 

る
個
人
会
員
と
し
ま
す
。
 

入̂
会
手
続
き
 

々
関
東
甲
信
越
地
方
会
の
 

個
人
会
員
に
な
つ
て
下
さ
 

\
 0
 

し
 

①
臨
床
検
査
技
師
 

関
東
甲
信
越
地
方
会
の
入
会
 

手
続
き
を
し
ま
す
と
、
自
動
的
 

に
超
音
波
部
会
の
会
員
に
登
録
 

さ
れ
ま
す
。
 

②
診
療
放
射
線
技
師
 

関
東
甲
信
越
地
方
会
の
入
会
 

手
続
き
の
際
、
超
音
波
部
会
入
 

会
希
望
と
明
記
し
て
下
さ
い
。
 

放
射
線
部
会
、
超
音
波
部
会
 

の
両
部
会
の
会
員
に
登
録
さ
れ
 

③
医
師
、
保
健
婦
、
看
護
 

婦
 関

東
甲
信
越
地
方
会
の
入
会
 

手
続
き
の
際
、
超
音
波
部
会
入
 

会
希
望
と
明
記
し
て
下
さ
い
。
 

超
音
波
部
会
の
会
員
に
登
録
 

さ
れ
ま
す
。
 

④
そ
の
他
本
部
会
に
賛
 

同
さ
れ
る
方
 

関
東
甲
信
越
地
方
会
の
入
会
 

手
続
き
の
際
、
超
音
波
部
会
入
 

会
希
望
と
明
記
し
て
下
さ
い
。
 

超
音
波
部
会
の
会
員
に
登
録
 

さ
れ
ま
す
。
 

も
入
会
届
、
会
費
の
納
入
先
 

女
関
東
甲
信
越
地
方
会
入
会
届
 

用
紙
に
記
入
し
、
下
記
地
方
会
 

事
務
局
ま
で
郵
送
し
て
下
さ
 

、
0
 

IV
 亍

170-0

 
0

 0
1
 

東
京
都
豊
島
区
西
巣
鴨
1，
9

 
，
 

3
井
ム
ロ
ビ
ル
 

日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
関
 

東
甲
信
越
地
方
会
(
孤
，
0
3
1
 

3
 9
1
5

 

I 6
1
7
 
9
^
 

亡
会
費
(
地
方
会
々
費
：
年
額
 

4、

 
000円
)※
超
音
波
部
 

会
々
費
は
徴
収
し
ま
せ
ん
。
 

左
記
の
方
法
で
納
入
し
て
下
 

さ
い
。
 

①
郵
便
振
替
：
0016
 

0
 13

 113

 4

 5 8 9 

日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
関
 

東
甲
信
越
地
方
会
 

②
銀
行
振
込
.素
一
勧
業
銀
 

行
有
楽
町
支
店
普
通
預
金
口
 

座
番
号
0
 
0
6
 
，
1
2

 9
 7

 5 

5
 3 

日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
関
 

東
甲
信
越
地
方
会
市
川
平
三
 

に
 ③

現
金
書
留
：
日
本
消
化
 

器
集
団
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
 

地
方
会
事
務
局
宛
て
 

《
問
合
せ
先
》
大
波
忠
(
東
 

京
都
設
計
事
務
所
健
康
保
 

険
組
合
)̂

1̂34041
 

6
 
8
1
1
 

山
田
清
勝
(
関
東
中
央
病
院
 

画
像
診
断
科
)
^̂
1
3
4
 

2
 

9
-
1
1
7
1
 

日
本
消
化
器
集
団
検
 

診
学
会
関
東
甲
信
越
 

地
方
会
 

超

音

波

部

会

会

則
 

(
案
) 

第

1
章

総

則
 

(
名

称

)
 

第
1
条
本
部
会
は
日
本
消
 

化
器
集
団
検
診
学
会
関
東
甲
信
 

越
地
方
会
超
音
波
部
会
と
称
 

す
。
 

(
事
務
局
)
 

第
2
条
本
部
会
の
事
務
局
 

は
関
東
中
央
病
院
画
像
診
断
科
 

に
置
く
。
 

第
2
章
目
的
お
よ
び
事
 

業
 

(
目

的

)
 

第
3
条
本
部
会
は
腹
部
超
 

音
波
検
診
に
携
わ
る
検
査
担
当
 

者
の
教
育
.
育
成
を
行
い
、
精
 

度
の
向
上
と
超
音
波
検
診
の
さ
 

ら
な
る
発
展
を
目
的
と
す
る
。
 

(
事

業

)
 

第
4
条
本
部
会
は
そ
の
目
 

的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
 

事
業
を
行
う
。
 

I
学
術
集
会
、
学
術
講
演
 

会
、
研
修
会
等
の
開
催
 

え
そ
の
他
本
部
会
の
目
的
を
 

達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
 

第

3
章

会

員
 

(
会

員

)
 

第
5
条
本
部
会
の
会
員
は
、
 

会
の
目
的
に
賛
同
す
る
日
本
消
 

化
器
集
団
検
診
学
会
関
東
甲
信
 

越
地
方
会
の
個
人
会
員
と
す
 

る
。
 

第

4
章

役

員
 

(
役

員

)
 

第
6
条
本
部
会
は
次
の
役
 

員
を
置
く
。
 

代

表

世

話

人

1
名
 

副
代
表
世
話
人
若
干
名
、
 

内
1名
は
事
務
局
長
を
兼
 

務
す
る
。
 

監

事

 

2
名
 

常
任
世
話
人
若
干
名
 

世
話
人

 

若
干
名
 

(
世
話
人
)
 

第
7
条
世
話
人
は
部
会
よ
 

り
選
出
し
、
そ
の
任
期
は
2年
 

と
し
、
本
部
会
の
運
営
お
よ
び
 

事
業
に
つ
い
て
企
画
し
遂
行
す
 

る
0
 

(
常
任
世
話
人
)
 

第
8
条
常
任
世
話
人
は
世
 

話
人
会
の
互
選
に
よ
り
選
出
 

し
、
そ
の
任
期
は
2
年
と
し
、
 

当
該
期
間
に
お
け
る
一
切
の
業
 

務
を
遂
行
す
る
。
 

(
代
表
世
話
人
)
 

第
9
条
代
表
世
話
人
は
世
 

話
人
会
の
互
選
に
よ
っ
て
選
出
 

し
、
そ
の
任
期
は
2年
と
し
、
 

当
該
期
間
に
お
け
る
る
世
話
人
 

会
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
。
 

(
副
代
表
世
話
人
)
 

第
^
条
副
代
表
世
話
人
は
世
 

話
人
会
の
互
選
に
よ
っ
て
選
出
 

し
、
そ
の
任
期
は
2
年
と
し
、
 

代
表
世
話
人
を
補
佐
し
て
、
当
 

該
期
間
に
お
け
る
世
話
人
会
の
 

取
り
ま
と
め
を
行
う
。
 

(
藍

事

)
 

策
；
：
；
条
監
事
は
世
話
人
会
の
 

互
選
に
よ
っ
て
選
出
し
、
そ
の
 

任
期
は
2年
と
す
る
。
 

(
顧

問

)
 

第
^
条
木
部
会
に
は
世
話
人
 

会
の
議
決
を
経
て
顧
問
を
置
く
 

こ
と
が
出
来
る
。
 

(
部
会
選
出
地
方
会
役
員
)
 

第
2
条
部
会
選
出
地
方
会
各
 

委
員
は
世
話
人
会
で
推
薦
し
、
 

地
方
会
常
任
世
話
人
会
の
承
認
 

で
決
定
さ
れ
任
期
そ
の
他
は
地
 

方
会
会
則
に
よ
る
。
 

(
役
員
の
留
任
)
 

第
2
条
本
部
会
の
役
員
は
再
 

任
を
妨
げ
な
い
。
 

第

5
章

委

員

会
 

(養
き
 

第
1
2
条
本
部
会
の
運
営
を
は
 

か
る
た
め
、
次
の
委
員
会
を
置
 

く
。
 財

務
委
員
会
 

庶
務
委
員
会
 

研
修
委
員
会
 

表
彰
委
員
会
 

(
委
員
長
，
委
員
の
選
出
)
 

第
^
条
各
委
員
会
に
は
委
員
 

長
を
お
き
、
常
任
世
話
人
が
兼
 

務
す
る
。
委
員
若
干
名
は
世
話
 

人
よ
り
選
出
し
、
任
期
は
2年
 

と
す
る
。
 

第
6
章
総
会
お
よ
び
世
 

話
人
会
，
常
任
世
111̂
1̂
 

(
常
任
世
話
人
会
)
 

第
；
：
：
：
条
常
任
世
話
人
会
は
定
 

期
的
に
開
催
し
、
会
の
運
営
を
 

審
議
す
る
。
 

(
世
話
人
会
)
 

第
^
条
世
話
人
会
は
年
1
0
 

以
上
開
催
し
、
次
の
事
項
を
審
 

議
す
る
。
 

1：
事
業
計
画
お
よ
び
報
告
 

1予
算
お
よ
び
財
務
報
&
 

1
学
術
集
会
の
会
長
の
選
 

出
 

41会
則
の
変
更
 

孓
世
話
人
に
関
す
る
事
項
 

&そ
の
他
必
要
と
認
め
る
 

事
項
 

(
総

会

)
 

第
2
；
条
総
会
は
学
術
集
会
開
 

催
の
時
に
行
い
、
代
表
世
話
人
 

は
世
話
人
会
の
決
定
事
項
を
報
 

告
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
総
会
の
召
集
)
 

第
^
条
総
会
は
代
表
世
話
人
 

が
召
集
す
る
。
総
会
の
決
議
は
 

出
席
部
会
員
の
過
半
数
に
よ
る
 

も
の
と
す
る
。
 

第
7
章
学
術
集
会
 

(
学
術
集
会
々
長
)
 

第
？
；
I条
学
術
集
会
は
毎
年
1
 

回
以
上
開
催
す
る
。
学
術
集
会
 

の
会
長
は
世
話
人
会
の
決
議
に
 

よ
り
、
代
表
世
話
人
が
委
嘱
す
 

る
0
 

第

8
章

表

彰
 

(
表

彰

)
 

第
？
1
条
本
部
会
の
発
展
、
学
 

術
的
業
績
に
つ
い
て
特
に
優
れ
 

た
考
を
、
別
途
の
規
約
に
よ
り
 

表
彰
す
る
。
 

第
9
章
会
費
お
よ
び
会
 

一̂口
 

(
会

計

)
 

第
？
3
条
本
部
会
の
経
費
は
地
 

方
会
超
音
波
部
会
費
、
寄
付
金
 

等
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。
 

(
会
計
年
度
)
 

第
^
条
本
部
会
の
会
計
年
度
 

は
4月
1日
よ
り
翌
年
3月
3
 

1日
ま
で
と
す
る
。
 

貝̂
 

こ
の
会
則
は
平
成
年
 

月
日
か
ら
！
1
8
行
す
る
。
 

編
集
後
記
 

新
に
150名
以
上
の
個
人
 

会
員
が
入
会
し
た
超
音
波
部
会
 

の
、
小
野
.
大
波
両
委
員
が
加
 

わ
っ
た
企
画
調
整
委
員
会
は
、
 

久
し
ぶ
り
に
地
方
会
活
動
具
体
 

化
の
方
向
が
見
え
た
。
 

気
を
良
く
し
て
の
帰
り
、
電
 

車
で
「
戦
術
と
は
大
き
な
観
点
 

か
ら
で
、
戦
略
と
は
一
つ
を
ど
 

う
す
る
か
，
，
二
、
若
者
に
し
 

て
は
珍
し
い
論
旨
と
耳
を
欹
て
 

た
が
、
「
例
え
ば
野
村
監
督
 

が
....」
、
「
？
？
」
、
「
戦
 

略
戦
術
」
の
「
戦
」
は
「
野
球
」
 

程
度
な
の
か
と
、
そ
の
「
気
宇
」
 

に
が
つ
か
り
し
た
が
、
こ
れ
で
 

も
日
本
国
で
は
水
準
以
上
な
の
 

だ
ろ
う
。
 

ど
ち
ら
も
「
サ
ッ
チ
ヤ
ー
」
 

だ
と
思
っ
て
、
英
国
の
お
方
を
 

気
の
毒
が
つ
て
い
た
が
、
マ
ス
 

コ
ミ
が
世
論
操
作
に
使
っ
て
い
 

た
の
は
「
サ
ツ
チ
︱
」
だ
そ
う
 

で
、
国
民
は
惑
わ
さ
れ
て
い
る
 

間
に
、
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
法
 

案
が
国
会
で
成
立
し
て
し
ま
つ
 

た
。
「
サ
ツ
チ
︱
」
の
役
割
は
終
 

@編
集
委
員
 

東
京
都
江
戸
川
区
医
師
会
 

神

保

勝

一
 

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
 

林

學
 

茨
城
県
総
合
健
診
協
会
 

追
田
正
文
 

千
葉
県
対
が
ん
協
会
 

高

田

貞

市
 

わ
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
 

戟
争
で
医
療
施
設
も
医
療
人
も
 

ど
ん
な
目
に
遭
う
の
か
、
法
案
 

の
中
身
を
国
民
ほ
と
ん
ど
は
知
 

ら
な
い
。
「
戦
争
」
そ
れ
は
「
何
 

時
の
日
」
の
こ
と
だ
が
、
「
介
護
 

保
険
」
は
目
前
に
来
て
い
る
。
 

地
域
で
患
者
さ
ん
と
直
接
し
て
 

い
る
開
業
医
の
方
は
、
本
質
を
 

つ
か
ん
で
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
 

は
ど
れ
ほ
ど
自
分
の
こ
と
と
し
 

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
 

「
他
人
の
こ
と
は
他
人
の
こ
 

と
」
と
い
う
思
想
は
、
日
本
国
 

に
充
満
し
我
々
も
卷
き
込
ま
 

れ
、
総
理
大
臣
以
下
「
植
民
地
 

国
民
」
に
な
り
下
が
つ
た
感
が
 

深
い
。
今
生
き
て
い
る
国
民
の
 

ぉ̂
は
知
ら
な
い
遥
か
昔
の
 

「
独
立
国
国
民
の
気
宇
」
は
、
今
 

の
日
本
国
に
は
片
鱗
も
な
い
。
 

そ
の
「
介
護
保
険
」
の
原
稿
 

も
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
編
集
 

委
員
会
で
足
立
区
の
「
ぺ
プ
シ
 

ノ
ゲ
ン
法
が
ん
検
診
」
に
つ
い
 

て
、
是
非
、
区
衛
生
部
長
に
お
 

考
え
を
聞
こ
う
と
依
頼
し
た
の
 

だ
が
そ
れ
も
無
理
だ
っ
た
。
 

(
佐
藤
)
 

調
布
市
役
所
 

小
林
ユ
キ
子
 

癌
研
附
属
病
院
 

米

倉

福

男
 

荒
川
保
健
所
予
防
課
 竹

林

章

子
 

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
 

鈴
木
信
吾
 

莨
ケ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
 

安

掛

武

ー
 

頑
張
る
あ
な
た
に
、
心
強
い
ェ
︱
ル
を
お
く
る
保
険
。
 

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
Iの
〈
健
康
応
援
団
2八
X〉
で
す
 

い
ち
ば
ん
心
配
な
が
ん
の
保
障
は
も
ち
ろ
ん
、
 

割
安
な
保
険
料
で
病
気
.ケ
ガ
ま
で
ま
と
め
て
保
障
。
 

い
ざ
と
い
う
時
に
い
っ
し
ょ
に
全
力
で
闘
う
、
 

頼
り
に
な
る
保
険
で
す
。
 


